
セッションテーマ 

（1：9月 15日、2：9月 16日、3：9月 17日、ABCDEP：会場名） 

 

セッションテーマ 日程・会場・ポスター番号 
01 堆積物／堆積岩の地球・環境化学 ３D午前、２P14-19 
02 土壌・陸域生態系の物質循環 ３A午前、２P28-32 
03 マントル物質の化学とダイナミクス ３C午前、２P01 
04 海洋における微量元素・同位体の分布と循環 ３E午前、２P33-36 
05 現世の有機物、微生物、生態系の地球化学的動態と

過去の生命史の解明 
１A午後、１P17-20 

06 水圏環境地球化学 １E午前・午後、１P33-41 

２E 午前 
07 安定同位体研究の最先端：地球化学への実験的・計

算科学的アプローチ 
１C午後、１P08-09 

08 社会地球化学：人と安全 １C午後、１P10-11 
09 地球化学と生理学の融合：生命圏のフィジオロジー

の探究 
２A午前、２P21-24 

10 海洋地殻中の移流と生物地球化学作用 １A午前、１P12-16 
11 放射性廃棄物と地球化学 １C午前、１P27-32 
12 古気候・古環境解析の地球化学 １B 午前・午後、１P21-26 
13 宇宙地球有機物とアストロバイオロジー ３B 午後、２P20 
14 バイオミネラリゼーションと石灰化ー遺伝子から地

球環境までー 
２D午前 

15 宇宙化学：先太陽系史から初期太陽系円盤進化史 １D午前、１P01 
16 大気微量成分の地球化学 ２C午前、２P42 
17 惑星・衛星・小惑星の宇宙化学 １D午前・午後、１P02-05 
18 大気圏・水圏とそれらの相互作用、気候変化 ３D午後、２P37-41 
19 ナノジオケミストリー・地球の物質の基礎化学 ３D午前 
20 宇宙線生成核種の宇宙地球化学 ２B 午前、１P06-07、 

３B 午前 
21 東アジアのテクトニクスと地球化学 ３C午後 
22 沈み込み帯の地球化学 ３C午前、２P02-06 
23 地球化学から教育界へのキャリアパスの模索 １B 午後 
102 固体地球化学（全般） ３A午後、２P07-13 
104 大気水圏地球化学（全般） ３E午後、２P25-27 
 



2009 年度 日本地球化学会年会 スケジュール  
月日 会場・部屋 時間   9      10      11      12       13     14      15      16      17      18      19      20 
9/15 

（火） 
A E002   10 海洋地殻・生物   05 有機物微生物     
B E104   12 古気候古環境(1)   12 古気候古環境(2) キャリア

パス 夜間集会  
C E210   11 放射性廃棄物   07 安定同位体 08 社会 

地球化学     
D E211   15 太陽系史 17惑星

(1)   17 惑星(2)     
E E209   06 水圏環境(1)   06 水圏環境(2)     
P E203      ポスター1        

9/16 

（水） 
A E002   09 地化・生理学           
B E104   20 宇宙線生成核種(1)          
C E210  16 大気微量成分           
D E211  14 バイオミネラル           
E E209  06 水圏環境(3)           
P E203     ポスター2          
Q E102       総会 受賞講演     
生協北２食堂          懇親会  

9/17 

（木） 
A E002  02 土壌・陸域生態系   102 固体地球

（全般）        
B E104   20 宇宙線生成核種(2)   13 アストロバイオジー      
C E210  22 

沈み込み 03 マントル物質   21 東アジア・テクトニクス      
D E211  01 堆積物堆積岩 19 ナノジオ   18 気候変化      
E E209  04 海洋微量元素・同位体   104 大気水圏（全般）      

 時間   9      10      11      12       13     14      15      16      17      18      19      20 
（セッション名の前の数字はセッション番号） 



9 月 15 日（第１日） 午前 
 

A 会場 (E002) 
 
セッション 10：海洋地殻中の移流と生物地球化学作用 
コンビーナー：石橋純一郎（九大）・鈴木勝彦（JAMSTEC）・
浦辺徹郎（東大） 
 
09:45-10:00 1A01 (10-01) 
熱水実験を用いた海洋地殻中の移流「海底下の大河」と
生物地球化学作用の検証 (海洋研究開発機構) ○鈴木
勝彦 

 
10:00-10:15 1A02 (10-02) 
海底熱水性重晶石の ESR 年代測定の実現に向けて 
(1 岡山理科大学・2 九州大学・3 東京大学) ○奥村輔 1・佐
藤文寛 1・内田乃 1・豊田新 1・石橋純一郎 2・中井俊一 3 

 
10:15-10:30 1A03 (10-03) 
XAFS 解析に基づくモリブデンおよびタングステンの海水-
鉄マンガン酸化物間の分配機構の解明 (広島大学) 
○柏原輝彦・高橋嘉夫 

 
10:30-10:45 1A04 (10-04) 
南西インド洋海嶺 34ºE から 40ºE の３つのセグメントから得
られた玄武岩の地球化学  (1 専修大学・2 海洋研究開発
機構・3 東京大学) ○佐藤暢 1・中村謙太郎 2・町田嗣樹 3・
淡路俊作 3・加藤泰浩 3・熊谷英憲 2 

 
<休憩> 
 
10:55-11:10 1A05 (10-05) 
Li 同位体を用いたガスハイドレートに付随する流体の生
成深度推定 (1（独）海洋研究開発機構・2 東京大学) ○西
尾嘉朗 1・町山栄章 1・稲垣史生 1・戸丸仁 2・松本良 2 

 
11:10-11:25 1A06 (10-06)  
沖縄トラフ熱水におけるメタンの起源 (海洋研究開発機
構) ○川口慎介・高井研 

 
11:25-11:40 1A07 (10-07) 
熱水の相分離が海底熱水生態系に及ぼす影響 (海洋研
究開発機構) ○中村謙太郎・高井研 

 
11:40-12:00 1A08 (10-08 招待) 
海洋地殻内流体中の Zetaproteobacteria とその重要性 
(1 東京薬科大学・2 東京大学・3 海洋研究開発機構・4 九州
大学・5 東北大学・6 筑波大学・7 岡山大学・8 琉球大学・9 高
知大学・10 静岡大学・11 産業技術総合研究所) ○加藤真
悟 1・柳川勝紀 2・砂村倫成 2・高野淑識 3・石橋純一郎 4・掛
川武 5・内海真生 6・山中寿朗 7・土岐知弘 8・野口拓郎 9・木
村浩之 10・丸茂克美 11・浦辺徹郎 2・山岸明彦 1・TN167, 
YK05-09 乗船研究員一同 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
B 会場 (E104) 

 
セッション 12：古気候・古環境解析の地球化学 
コンビーナー：中塚武（名大）・入野智久（北大）・原田尚美
（JAMSTEC）・渡邊剛（北大） 
 
09:30-09:50 1B01 (12-01 招待)  
ひと粒でわかる？石英の供給源推定〜CL,ESR 分析より 
(1 海洋研究開発機構・2 岡山理科大学・3 大阪大学・4 気象
研究所・5 東京大学) ○長島佳菜 1・西戸裕嗣 2・豊田新 2・
山本裕哉 2・谷篤史 3・五十嵐康人 4・多田隆治 5 

 
09:50-10:10 1B02 (12-02 招待)  
有孔虫の安定同位体比と微量元素からみた最終氷期以
降のオホーツク海南部の中層水環境 (海洋研究開発機
構) ○木元克典 

 
10:10-10:25 1B03 (12-03)   
石英中の不純物中心の ESR 信号を用いた風送塵起源地
の分別  (1 岡山理科大学・2 東京大学・3Chinese Academy 
of Sciences・4 海洋開発研究機構・5 大阪大学・6 気象研究
所)  ○山本裕哉 1・豊田新 1・磯崎裕子 2・Youbin Sun3・多
田隆治 2・長島佳菜 4・谷篤史 5・五十嵐康人 6 

 
10:25-10:40 1B04 (12-04)   
浮遊性有孔虫中層種に記録された水塊情報の抽出 〜古
水塊の鉛直構造復元に向けた個体別安定同位体定量の
活用〜  (1 産業技術総合研究所・2 東京大学・3 東北大学・
4 北海道大学) ○石村豊穂 1,4・野崎莉代 2,3・千代延俊 3・角
皆潤 4・尾田太良 3・鈴木紀毅 3 

 
10:40-10:55 1B05 (12-05)  
硫化水素泉に付随する石膏の硫黄同位体比組成：古水
温指標としての可能性 (筑波大学) ○丸岡照幸 

 
10:55-11:10 1B06 (12-06)  
温帯に生息するハマサンゴとキクメイシの骨格成長パター
ンに関する地球化学的考察 (1 北海道大学・2 海洋研究開
発機構・3KORDI・4 福岡大学・5 国立環境研) ○河村卓 1・
渡邊剛 1・岨康輝 1,2・坂本竜彦 2・入野智久 1・島村道代 1・
Kiseong Hyeong3・杉原薫 4・山野博哉 5 

 
11:10-11:25 1B07 (12-07)  
サンゴ骨格炭酸塩の 13C-18O 結合度と生育水温との関係 
(1 名古屋大学・2 福岡大学・3 東京工業大学) ○阿部理 1・
杉原薫 2・森本真紀 1・山田桂大 3・吉田尚弘 3 

 
11:25-11:40 1B08 (12-08)  
メコンデルタ沖のサンゴ骨格に見られる Ba/Ca 比の季節
変動とその要因 (1 無所属・2 ベトナム科学技術院・3 名古
屋大学・4 国立環境研究所) ○三ツ口丈裕 1・Dang X. 
Phong2・北川浩之 3・柴田康行 4 

 
11:40-11:55 1B09 (12-09)  
硬骨海綿骨格中の鉛同位体比を用いた海洋鉛放出源の
時系列変動 (1北海道大学・2海洋研究開発機構・3(株)マリ
ン・ワーク・ジャパン・4 東京大学) ○大森一人 1・渡邊剛 1・
谷水雅治 2・松岡淳 3・井上麻夕里 4・白井厚太朗 4 

 
11:55-12:10 1B10 (12-10)  
北限サンゴ礁から採取されたキクメイシ属サンゴ骨格中
の酸素・炭素同位体比 -中緯度域における高時間分解
能古気候アーカイブとしての検討- (1北海道大学・2韓国海
洋研究院・3 福岡大学・4 国立環境研究所) ○島村道代 1・
K. Hyeong2・渡邊剛 1・I. Seo2・C. M. Yoo2・入野智久 1・杉原
薫 3・山野博哉 4 



9 月 15 日（第１日） 午前
 

C 会場 (E210) 
 
セッション 11：放射性廃棄物と地球化学 
コンビーナー：日高洋（広島大）・吉田英一（名大）・大貫敏
彦（JAEA） 
 
09:15-09:30 1C01 (11-01)  
局所同位体分析を用いたオクロ天然原子炉のナチュラル
アナログ研究 (広島大学) ○日高洋 

 
09:30-09:45 1C02 (11-02)   
Zr，Mo，Ru，Pb，U 同位体組成からみた天然原子炉内の
金属微粒子の形成過程について (広島大学) ○菊池麻
希子・日高洋 

 
09:45-10:00 1C03 (11-03)  
クエン酸，NTA および EDTA 存在下における U(VI)の微生
物還元挙動 (日本原子力研究開発機構) ○鈴木義規・田
中万也・香西直文・大貫敏彦 

 
10:00-10:15 1C04 (11-04)  
原位置における地下水の地球化学環境を保持したろ過手
法に関する技術開発 (1 日本原子力研究開発機構・2 コベ
ルコ科研) ○青才大介 1・吉田治生 2・水野崇 1 

 
10:15-10:30 1C05 (11-05)  
地下流体の原位置酸化還元状態の推定 (清水建設) 
○穂刈利之 

 
10:30-10:45 1C06 (11-06)  
SEC-UV-Vis-ICP-MS法を用いた幌延地下水の特性評価 
(日本原子力研究開発機構) 香西直文・○大貫敏彦・岩月
輝希 

 
10:45-11:00 1C07 (11-07)  
北海道幌延地域における地球化学環境の長期変遷と微
量元素分布 (1 日本原子力研究開発機構・2 東京都市大
学) ○岩月輝希 1・石井英一 1・本多照幸 2 

 
<休憩> 
 
11:05-11:25 1C08 (11-08 招待)   
低酸素条件下での鉱物の溶解速度と Fe の酸化速度 (東
京大学) ○村上隆 

 
11:25-11:40 1C09 (11-09)  
高レベル放射性廃棄物の地層処分を想定した方解石表
面における希土類元素の分配係数の定量 (慶應義塾大
学大学院理工学研究科) ○曽我匠・鹿園直建 

 
11:40-11:55 1C10 (11-10)  
花崗岩中の断層・割れ目破砕形態と充填鉱物の関係およ
びその長期安定性評価への応用 (1 名古屋市科学館・2 名
古屋大学博物館・3 名古屋大学大学院・4 日本原子力研究
開発機構)  ○西本昌司 1・吉田英一 2・浅原良浩 3・天野健
治 4・鶴田忠彦 4 

 
11:55-12:10 1C11 (11-11) 
低レベル放射性廃棄物処分システムの開発と地球化学
の貢献 (三菱マテリアル) ○河田陽介・山田憲和・高瀬敏
郎・高沢真由美・赤木洋介 

 
D 会場 (E211) 

 
セッション 15：宇宙化学：先太陽系史から初期太陽系円盤
進化史 
コンビーナー：橘省吾（東大）・伊藤正一（北大）・横山哲也
（東工大）・山下勝行（岡山大） 
 
09:45-10:00 1D01 (15-01)  
極低温表面反応 CO+OH による CO2 分子生成 (1 北海道
大学・2 カターニア大学)  ○大場康弘 1・渡部直樹 1・日高
宏 1・香内晃 1・Valerio Pirronello2 

 
10:00-10:15 1D02 (15-02)  
CAI 酸素同位体から見た初期太陽系星雲 (東京大学) 
○小嶋稔・山田明憲 

 
10:15-10:30 1D03 (15-03)  
地球流出 O+の同位体分別の量子化学計算：Earth wind 
仮説の検証 (1 東京大学・2 上智大学・3 情報通信研究機
構) ○山田明憲 1・南部伸孝 2・笠井康子 3・小嶋稔 1 

 
10:30-10:45 1D04 (15-04) 
Allende 隕石中の Golfball Type B CAI の酸素同位体組成
とAl-Mgアイソクロン (1北海道大学・2シカゴ大学) ○伊藤
正一 1・Steven Simon2・Lawrence Grossman2・圦本尚義 1 

 
10:45-11:05 1D05 (15-05 招待)  
High precision Mg isotopic measurement of CAI minerals 
with low Al/Mg ratio utilizing NanoSIMS 50L: Implications 
to thermal history of CAIs (1Luna and Planeary Institute, 
2NASA Johnson Space Center) ○ Motoo Ito1,2 ・ Scott 
Messenger2 

 
11:05-11:20 1D06 (15-06)  
CB コンドライトの Mn-Cr 年代 (岡山大学) ○山下勝行・
山川茜・丸山誠史・牧嶋昭夫・中村栄三 

 
11:20-11:35 1D07 (15-07) 
始原的隕石の耐酸性残渣における Os 同位体異常 (1 東
京工業大学・2 カーネギー研究所・3 メリーランド大学) ○横
山哲也 1,2・Conel Alexander2・Richard Walker3 

 
 
 
セッション 17：惑星・衛星・小惑星の宇宙化学 
コンビーナー：三浦弥生（東大）・橘省吾（東大）・中村智樹
（九大）・山口亮（極地研） 
 
11:35-11:50 1D08 (17-01)  
南極とっつき岬で回収されたサイズフラクション 100-238 
ミクロンの宇宙塵の物質科学的特徴 (1 九州大学大学院・
2 大阪大学理学研究科・3 茨城大学理学部) ○山内祐司 1・
中村智樹 1・山明 2・野口高明 3 

 
11:50-12:10 1D09 (17-02 招待) 
惑星物質試料受け入れ（キュレーション）設備の機能と性
能 (宇宙航空研究開発機構) ○藤村彰夫・安部正真・矢
田達・田中智・加藤學・はやぶさ試料初期分析チーム 
 
 
 



9 月 15 日（第１日） 午前 
 

E 会場 (E209) 
 
セッション 06：水圏環境地球化学 
コンビーナー：高橋嘉夫（広島大）・福士圭介（金沢大）・松
尾基之（東大）・光延聖（静岡県立大） 
 
09:30-09:45 1E01 (06-01)  
二酸化炭素圧入下での水−岩石反応実験によるミネラル
ウォーター生成条件の検討 (慶應義塾大学) ○五味伸
行・鹿園直建 

 
09:45-10:00 1E02 (06-02)  
アラゴナイトと水溶液間の希土類元素分配に関する実験
的研究 (神戸大学大学院) ○傅磊・寺門靖高 

 
10:00-10:15 1E03 (06-03)  
武庫川河川水中の重希土濃縮の成因について (神戸大
学大学院) ○久保薫・寺門靖高 

 
10:15-10:30 1E04 (06-04)  
水—岩石反応から検討した大井川と天竜川の比較 (慶應
義塾大学) ○田中佑樹・鹿園直建 

 
10:30-10:45 1E05 (06-05)  
愛媛県西条市地下水水質と流動中の生物化学的プロセ
ス (東海大学) ○丹下佑芙子・成田尚史 

 
10:45-11:00 1E06 (06-06)  
神戸市東部〜西宮地域における地下水の水質について 
(神戸大学大学院) ○大橋克俊・寺門靖高 

 
11:00-11:15 1E07 (06-07)  
地下深部環境の BIO-NANO-GEO Science—瑞浪超深地
層研究所における試み—  (1 産業技術総合研究所・2 日
本原子力研究開発機構・3 北海道大学)  ○鈴木庸平 1・
福田朱里 1・幸塚麻理子 1・石村豊穂 1・萩原大樹 2・天野由
紀 2・角皆潤 3・水野崇 2 

 
11:15-11:35 1E08 (06-08 招待)  
真菌による生物的マンガン酸化物形成と元素回収への
応用 (1静岡県立大学・2秋田県立大学) ○谷幸則 1・宮田
直幸 2 

 
11:35-11:50 1E09 (06-09)  
マンガン酸化真菌 KR21-2 株による特異的な Ce(III)酸化
機構 (1日本原子力研究開発機構・2静岡県立大学) ○田
中万也 1・谷幸則 2・大貫敏彦 1 



9 月 15 日（第１日） 午後
 

A 会場 (E002) 
 
セッション 05：現世の有機物、微生物、生態系の地球化学
的動態と過去の生命史の解明 
コンビーナー：高野淑識（JAMSTEC）・山中寿朗（岡山大）・
大庭雅寛（東北大） 
 
14:15-14:30 1A09 (05-01)  
菱刈金山地下熱水微生物生態系における窒素循環解析 
(海洋研究開発機構) ○西澤学・宮崎淳一・高井研 

 
14:30-14:45 1A10 (05-02) 
菱刈鉱山における微生物マットの生物地球化学的研究 
(1 九州大学・2 東京工業大学・3 海洋研究開発機構) ○金
子雅紀 1・石橋純一郎 1・平尾真吾 1・西澤学 2・宮崎淳一 3・
奈良岡浩 1・高井研 3 

 
14:45-15:00 1A11 (05-03)  
水曜海山人工熱水噴出孔における古細菌ならびにバクテ
リア由来の脂質バイオマーカーの炭素同位体分析 (1 東
北大・2 産業技術総合研究所) ○大庭雅寛 1・佐藤誠悟 1・
石田章純 1・掛川武 1・海保邦夫 1・古川善博 1・坂田将 2 

 
15:00-15:15 1A12 (05-04)  
海底堆積物中の古細菌が生きている直接の証拠：
13C-tracer による海底現場培養 405 日 (海洋研究開発
機構) ○高野淑識・力石嘉人・小川奈々子・野牧秀隆・大
河内直彦 

 
15:15-15:30 1A13 (05-05)  
カスカディア縁辺域におけるガスハイドレートの分布と地
下微生物活動の関係−IODP 航海 311 の結果より (産業
技術総合研究所) ○吉岡秀佳・中村孝道・東陽介・丸山
明彦・坂田将 

 
15:30-16:05 1A14 (05-06 招待)  
古細菌脂質の特徴と生合成 (産業医科大) ○古賀洋介 

 
<休憩> 
 
16:20-16:35 1A15 (05-07)  
二枚貝貝殻中硬タンパクの CN 同位体比を用いた有明海
における二枚貝餌資源の変遷史解明 (1 岡山大学・2 九州
大学・3 復建調査設計株式会社) 井上聡 1・○山中寿朗 1・
下山正一 2・市原季彦 3 

 
16:35-16:50 1A16 (05-08)  
ヘムおよびヘム起源化石ポルフィリンの窒素・炭素同位体
的な特徴 (海洋研究開発機構) ○柏山祐一郎・小川奈々
子・大河内直彦 

 
16:50-17:05 1A17 (05-09)  
炭素数 33 以上の地層ポルフィリンの地球化学的意義の
解明 (1 筑波大学・2 福岡工業大学) ○朝比奈健太 1・大塚
直也 1・三田肇 2・野本信也 1 

 
17:05-17:20 1A18 (05-10)  
南中国のエディアカラ紀/カンブリア紀境界層から得られ
た長鎖 n-アルカンの起源 (東京工業大学) ○山田健太
郎・上野雄一郎・山田桂大・吉田尚弘・丸山茂徳 

 
17:20-17:40 1A19 (05-11 招待) 
ペルム紀末大量絶滅時の硫化水素の大量放出に伴う大
気酸素濃度の急減 (1東北大学大学院・2産業技術総合研
究所) ○海保邦夫 1・古賀聖治 2・大庭雅寛 1・高橋聡 1・福
田良彦 1 

 
B 会場 (E104) 

 
セッション 12：古気候・古環境解析の地球化学 
コンビーナー：中塚武（名大）・入野智久（北大）・原田尚美
(JAMSTEC) ・渡邊剛（北大） 
 
14:15-14:30 1B11 (12-11)  
石筍による古植生の復元 (1 九州大学・2 秋吉台科博・3 九
環協・4 九電産業) ○中尾武史 1・園山幸希 1・冨田麻井 1・
栗崎弘輔 1・藤川将之 2・中村久 2・天日美薫 3・能登征美 4・
吉村和久 1 

 
14:30-14:45 1B12 (12-12)  
秋吉台長登の石筍に記録された酸性雨による古植生変
化 (1 九大院理・2 秋吉台科学博物館・3 森林総研・4 東北大
院理・5 熊本大院自然科学) ○青木雅美 1・栗崎弘輔 1・園
山幸希 1・冨田麻井 1・藤川将之 2・池田善文 2・岡本透 3・山
田努 4・眞崎美穂 5・松田博貴 5・吉村和久 1 

 
14:45-15:00 1B13 (12-13)  
BC1〜AD３世紀における埋没木曽ヒノキの年輪セルロー
スの酸素同位体比の経年変動：考古学・歴史学との接点 
(1 名古屋大学・2 北海道大学・3 国立歴史民俗博物館・4 奈
良文化財研究所) ○中塚武 1・大西啓子 2・河村公隆 2・尾
嵜大真 3・光谷拓実 4 

 
15:00-15:15 1B14 (12-14)  
日本産樹木年輪試料の高精度炭素 14 測定による古環境
考察の試み (1 国立歴史民俗博物館・2(株)パレオ・ラボ・ 
3 名古屋大学大学院・4 奈良文化財研究所) ○尾嵜大真 1・
坂本稔 1・今村峯雄 1・小林紘一 2・伊藤茂 2・丹生越子 2・中
塚武 3・光谷拓実 4 

 
15:15-15:30 1B15 (12-15)  
南北両半球の泥炭層中ミズゴケの炭素同位体比の変動
と気候因子の相関 (1 九州大・ 2Göteborg University・
3Stirling University・4Western Australia University) ○大木
誠吾 1・Lars G. Franzén2・Robert Mcculloch3・Grzegorz 
Skrzypek4・辛島伸一 1・奈良岡浩 1・赤木右 1 

 
15:30-15:45 1B16 (12-16)  
マゼラン海峡堆積物に記録された過去 12000 年にわたる
δ 15N の 変 化  (1 海 洋 研 究 開 発 機 構 ・ 2University of 
Concepcion・3University of Bergen) ○原田尚美 1・Carina 
B Lange 2・佐藤都 1・阿波根直一 1・Ulysses Ninnemann3・
Silvio Pantoja2 

 
15:45-16:00 1B17 (12-17)  
過去 1.3 万年間におけるチベット泥炭コアの n-アルカンの
水素同位体比の変動 (1 北海道大学・2 ミシガン大学・3 名
古屋大学・4 北西大学・5 中国科学院) ○関宰 1・Philip A 
Meyers 2・河村公隆 1・中塚武 3・Yanhong Zheng 4・Weijian 
Zhou 5 

 
16:00-16:15 1B18 (12-18)  
湖沼堆積物中の有機炭素(TOC)・全窒素(TN)含有量に基
づく古気候解析  (1 信州大・2 和歌山県立)  ○公文富士
夫 1・田原敬治 2  

 
16:15-16:30 1B19 (12-19)  
ペルー沖第四紀深海底コアのナンノ化石量と窒素・炭素
同位体比に基づく水塊構造変動 (1 九州大学・2 環境科学
技術研究所・3 東北大学・4 秋田大学) ○松崎哲也 1・塚本
真伍 1・小島淳 1・北逸郎 1・長谷川英尚 2・千代延俊 3・佐藤
時幸 4 

 



 
9 月 15 日（第１日） 午後 

 
 

 
 

つづき （B 会場 セッション 12） 
 
 
 
16:30-16:45 1B20 (12-20)  
南極ドームふじ氷床コアによる過去 72 万年間の水溶性エ
アロゾルの主要組成変動 (1 北海道大・2 山形大・3 国立極
地研究所) ○飯塚芳徳 1・鈴木利孝 2・平林幹啓 3・三宅隆
之 3・本山秀明 3・藤井理行 3・本堂武夫 1 

 
16:45-17:00 1B21 (12-21)  
第四紀海洋堆積物の水銀含有量とナンノ化石量に基づく
海洋水塊構造変動 (1 九州大・2 環境科学技術研究所・3 東
北大・4 秋田大・5 国立科学博物館) ○小島淳 1・北逸郎 1・
長谷川英尚 2・千代延俊 3・佐藤時幸 4・林辰弥 5 

 
17:00-17:15 1B22 (12-22)  
エディアカラ紀／カンブリア紀境界における海洋炭素循環
変動 (1 東京工業大学、地球惑星科学専攻・2 東京工業大
学、グローバルエッジ研究院・3 東京工業大学、環境理工
学創造専攻) ○石川智子 1・上野雄一郎 2・小宮剛 1・吉田
尚弘 3・丸山茂徳 1 

 
 
 
セッション 23：地球化学から教育界へのキャリアパスの模
索 
コンビーナー：津野宏（横国大）・橘省吾（東大） 
 
17:30-17:45 １B23 (23-01) 
教員養成課程の現状・地球化学と教育の連携による可能
性 （横国大） ○津野宏 

 
17:45-18:15 １B23 (23-02) 
「新しい」理科教員の試み ─現場の取材から見えてきた
もの─ （読売新聞社編集局科学部） ○杉森純 

 
18:15-18:30 １B23 (23-03) 
パネルディスカッション「地球化学分野から教育界へのキ
ャリアパスはあり得るか？」 (パネリスト：杉森純・津野宏・
橘省吾) 

 
 
 
夜間小集会 
18:30-20:00 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

C 会場 (E210) 
 

セッション 07：安定同位体研究の最先端：地球化学への実
験的・計算科学的アプローチ 
コンビーナー：武蔵正明（首都大）・大井隆夫（上智大）・垣
内正久（学習院大） 
 
14:15-14:30 1C12 (07-01)  
結晶水和物-水蒸気間における水分子の同位体分別 
(1 学習院大学理学部・2 東京工業大学・3 立教大学理学部) 
○垣内正久 1・仲山英之 1・野村雅夫 2・小高正敬 3 

 
14:30-14:45 1C13 (07-02)  
イオン周りの水の H/D，16O/18O 換算分配関数比の計算 
(上智大学) ○大井隆夫・大坪晃子・梅村一樹 

 
14:45-15:00 1C14 (07-03)  
陰イオン交換反応におけるアンチモン同位体分別 (1 首都
大学東京大学院・2 東京大学大学院) ○武蔵正明 1・小豆
川勝見 2・松尾基之 2 

 
15:00-15:20 1C15 (07-04 招待) 
原子核の大きさと形がもたらす同位体分別−隕石中の同
位体異常との相関について− (京都大学) ○藤井俊行 

 
<休憩> 
 
15:30-15:45 1C16 (07-05)  
化学交換反応系における質量依存性と非質量依存性同
位体分別 (1 東京工業大学・2 株式会社アトックス) ○野村
雅夫 1・藤井靖彦 2 

 
15:45-16:00 1C17 (07-06)  
質量非依存分別を引き起こす核の体積効果：理論計算に
よる解明  (1 首都大学東京・2 東京工業大学) ○阿部穣
里 1・鈴木達也 2・藤井靖彦 2・波田雅彦 1 

 
16:00-16:15 1C18 (07-07)  
SO2 の光分解に起因するイオウの異常同位体分別におけ
る 酸 素 同 位 体 置 換 の 効 果  (1 九 州 大 学 ・ 2Univ. 
Nevada-Reno) ○奈良岡浩 1・S. R. Poulson2 

 
16:15-16:30 1C19 (07-08) 
Isotopic effects on 32/33/24/36SO2 UV Spectrameasured by 
Dual Beam UV Spectrometer (1Tokyo Institute of 
Technology ・ 2University of Copenhagen) ○ S. 
Danielache1・D. Jensen2・Y. Ueno1・M. Johnson2・N. Yoshida 

 
 
セッション 08：社会地球化学：人と安全 
コンビーナー：武蔵正明（首都大）・松尾基之（東大）・伊永
隆史（首都大） 
 
16:35-16:50 1C20 (08-01)  
Sr 同位体トレーサーによる漆の産地決定の可能性(III) 
(1 東京大学・2 日本大学・3 明治大学) ○中井俊一 1・佐藤
正教 2・吉田邦夫 1・宮崎ゆみ子 1・宮腰哲雄 3・神谷嘉美 3・
本多貴之 3 

 
16:50-17:05 1C21 (08-02) 
放射性炭素 14C を指標とするコンクリートの定量的劣化度
評価の試み (名古屋大学) ○浅原良浩・南雅代・丸山一
平・吉田英一・田中剛 

 
17:05-17:20 1C22 (08-03)  
炭素・窒素安定同位体比による富山湾オオグチボヤの栄
養源に関する研究 (1 富山大・2IBAC・3 魚津水族館) ○松
本恭平 1・張勁 1・川本詩織 2・佐竹洋 1・稲村修 3・竹内章 1 

 
17:20-17:35 1C23 (08-04)  
炭素、窒素、酸素安定同位体比を用いた牛肉の産地推定
の試み (首都大学東京) ○後藤晶子・高見澤淳・武蔵正
明・中下留美子・鈴木彌生子・伊永隆史 



9 月 15 日（第１日） 午後
 

D 会場 （E211） 
 

セッション 17：惑星・衛星・小惑星の宇宙化学 
コンビーナー：三浦弥生（東大）・橘省吾（東大）・中村智樹
（九大）・山口亮（極地研） 
 
14:15-14:30 1D10 (17-03)  
エンスタタイトコンドライトの始原物質 (九州大学) ○岡崎
隆司・中村智樹 

 
14:30-14:45 1D11 (17-04)  
Orgueil・Allende・Saratov隕石中に存在する炭素質物質の
ラマン研究 (1 大阪大学・2 東京医科歯科大学・3 ワシントン
大学) ○森下和彦 1・奈良雅之 2・甘利幸子 3・松田准一 1 

 
14:45-15:00 1D12 (17-05)  
レーザー抽出法を用いた普通コンドライトMoorabie中希ガ
ス捕獲成分の同位体組成 (1 東京大学・2 ウィスコンシン大
学) ○松田伸太郎 1・中嶋大輔 1,2・長尾敬介 1 

 
15:00-15:15 1D13 (17-06)  
隕石に含まれる炭酸塩の Mn-Cr 年代測定と炭酸塩標準
試料の作成 (1 東京大学・2 海洋研究所) ○藤谷渉 1・杉浦
直治 1・市村康治 1・高畑直人 2・佐野有司 2 

 
15:15-15:35 1D14 (17-07 招待) 
局所 U-Pb 年代分析で紐解く太陽系の初期進化 (広島大
学) ○寺田健太郎 

 
<休憩> 
 
15:40-15:55 1D15 (17-08)  
パラサイト隕石中のハフニウム、タングステンの分配挙動 
(1 京都大学・2 東京工業大学) ○横山隆臣 1・内山嘉子 2・
平田岳史 1 

 
15:55-16:10 1D16 (17-09)  

26Al 含有量と化学組成に基づいた南極やまと HED 隕石の
ペアリング (1 立正大学・2 国立極地研究所・3 東京大学) 
○楠野葉瑠香 1・福岡孝昭 1・小島秀康 2・松崎浩之 3 

 
16:10-16:25 1D17 (17-10)  
Geochemical study of some howardites and polymict 
eucrites (1Tokyo Metropolitan University ・ 2National 
Institute of Polar Research) ○ Siong Wee1 ・ A. 
Yamaguchi2・M. Ebihara1   
   

16:25-16:40 1D18 (17-11)  
月隕石 Dhofar 1428 の地球化学的および岩石学的研究 
(1 首都大学東京・2 国立極地研究所) ○日高義浩 1・山口
亮 2・海老原充 1 

 
16:40-16:55 1D19 (17-12)  
次期月探査計画 SELENE-2 で目指すサイエンスと科学搭
載機器の検討状況 (1 宇宙航空研究開発機構・2 北海道
大) 田中智 1・飯島祐一 1・大嶽久志 1・木村淳 2・倉本圭 2・
○三谷烈史 1・小川和律 1 

 
16:55-17:10 1D20 (17-13)  
火星複合探査 MELOS：着陸機探査で明らかにする赤い
火星 (1 東京大・2 九州大・3 産業技術総合研究所) ○橘省
吾 1・宮本英昭 1・杉田精司 1・三浦弥生 1・長尾敬介 1・三河
内岳 1・岡崎隆司 2・下司信夫 3 

 
17:10-17:25 1D21 (17-14)  
次期火星探査における質量分析計を用いた地球化学・地
質学・鉱物学的研究：提案と期待される成果  (1 東京大
学・2 九州大学・3 産業技術総合研究所) ○三浦弥生 1・橘
省吾 1・長尾敬介 1・岡崎隆司 2・三河内岳 1・下司信夫 3 

E 会場 (E209) 
 
セッション 06：水圏環境地球化学 
コンビーナー：高橋嘉夫（広島大）・福士圭介（金沢大）・松
尾基之（東大）・光延聖（静岡県立大） 
 
14:15-14:30 1E10 (06-10)  
干潟底質における酸化還元電位と元素の挙動に関する
研究 (東京大学) ○原直樹・小豆川勝見・松尾基之 

 
14:30-14:45 1E11 (06-11)  
手賀沼底泥からのリン溶出に関する分析的・実験的研究 
(慶應義塾大学) ○岩根健太・鹿園直建 

 
14:45-15:00 1E12 (06-12)  
地下水汚染の原因となるヒ素を含む緑泥石 (大阪市立大
学) ○益田晴恵・篠田圭司・野口直樹・奥平敬元・Ashraf 
Ali Seddique 

 
15:00-15:15 1E13 (06-13)  
バングラデシュ南西部シャムタ村における地下水中ヒ素
濃度の深度分布とみかけの分配係数との関係 (1 広島大
学・2 愛媛大学) ○石橋拓也 1・板井啓明 2・高橋嘉夫 1 

 
15:15-15:30 1E14 (06-14)    
ベンガル平野のヒ素汚染地下水の時空間変動要因につ
いて—I. 吸着平衡モデルに基づく汚染機構の新しい解析
法— (1 愛媛大学・2 広島大学) ○板井啓明 1・石橋拓也２・
高橋嘉夫 2 

 
15:30-15:45 1E15 (06-15)  
モノハイドロカルサイトによるヒ酸の取り込み (1 金沢大・  
2 広島大) ○福士圭介 1・酒井実 1・宗本隆志 1・横山由佳 2・
高橋嘉夫 2 

 
15:45-16:00 1E16 (06-16)  
カルサイトへのヒ酸の選択的取り込み (1 広島大・2 原子力
機構先端研) ○横山由佳 1・田中万也 2・高橋嘉夫 1 

 
16:00-16:15 1E17 (06-17)  
オマーンオフィオライトにおける高アルカリ泉の湧出と二
次鉱物の生成 (1 独立行政法人物質・材料研究機構・2 北
海道大学) ○森本和也 1・安楽総太郎 2・佐藤努 2・米田哲
朗 2 

 
16:15-16:30 1E18 (06-18)  
EXAFS 法を用いた水酸化鉄鉱物中のアンチモン(V)の局
所構造の決定：吸着種および共沈種の比較 (1 静岡県立
大学・2 広島大学) ○光延聖 1・高橋嘉夫 2・坂田昌弘 1 

 
16:30-16:45 1E19 (06-19)  
水圏におけるアンチモンの同位体分別の程度とその分別
機構の理解 (1 海洋研究開発機構・2 広島大学・3 静岡県立
大学) ○谷水雅治 1,2・浅岡聡 2・荒木祐介 2・光延聖 3・高橋
嘉夫 2 

 
16:45-17:00 1E20 (06-20)  
表面錯体モデリングによる酸化物への IO3

-吸着の予測  
(1 金沢大学大学院自然科学研究科・2 広島大学大学院理
学研究科) ○永田貴洋 1・福士圭介 1・高橋嘉夫 2 

 
17:00-17:15 1E21 (06-21)  
層状複水酸化物を用いたフッ化物イオンの除去及び再生
活用法の検討 (慶應義塾大学大学院理工学研究科) 
○吉岡章・鹿園直建 



9 月 15 日（第１日） ポスターセッション 
P 会場 (E203)、 コアタイム：13:00～14:00 

（ポスターは 12:00 までに掲示、18:00 までに撤去） 
 

セッション 15：宇宙化学：先太陽系史から初期太陽系円盤
進化史 
 
1P01 (15-P01)  
NanoSIMS を用いた隕石の Al-Mg 年代測定 (東京大学) 
○高田未緒・佐野有司・高畑直人・杉浦直治・藤谷渉  

 
 
セッション 17：惑星・衛星・小惑星の宇宙化学 
 
1P02 (17-P01)  
ユークライト隕石のジルコンの化学組成からみた小惑星
の初期地殻進化過程 (広島大学) ○小出詠子・日高洋 

 
1P03 (17-P02)  
金属標準試料の合成とその均一性の評価 (1 東京工業大
学・2 京都大学) ○今井崇暢 1・横山隆臣 2・横山哲也 1・竹
山雅夫 1・高橋栄一 1・平田岳史 2 

 
1P04 (17-P03)  
Two extraterrestrial dust horizons found in Dome Fuji ice 
core, East Antarctica (1 国立極地研究所・2 ゲッチンゲン大
学・3 海洋研究開発機構・4 茨城大学・5 九州大学・6 東京大
学・7 カリフォリニア大学バークレー) ○三澤啓司 1・河野
美香 2・富山隆将 3・野口高明 4・中村智樹 5・長尾敬介 6・三
河内岳 6・西泉邦彦 7 

 
1P05 (17-P04) 
集積岩ユークライトの高温変成作用について (1 国立極
地 研 究 所 ・ 2 フ ロ リ ダ 州 立 大 学 ・ 3 首 都 大 学 東 京 ・
4UBO-IUEM)  ○山口亮 1・白井直樹 2・海老原充 3・
Jean-Alix Barrat4 

 
 
セッション 20：宇宙線生成核種の宇宙地球化学 
 
1P06 (20-P01)  
日本各地の地下水中のヨウ素年代の測定と比較 (1 東京
大学・2 学習院大学・3 京都大学) ○渡辺聡 1・松崎浩之 1・
宮入陽介 1・村松康之 2・馬原保典 3 

 
1P07 (20-P02) 
2000 年から現在に至る 9 年間の宇宙線生成核種 Be-7
の濃度変動について  (山形大学)  菊地聡・櫻井敬久・
○高橋唯・鈴木佳代・佐藤太一・郡司修一・門叶冬樹 

 
 
セッション 07：安定同位体研究の最先端：地球化学への実
験的・計算科学的アプローチ 
 
1P08 (07-P01) 
Enantiomer-specific isotope analysis (ESIA) of D- and 
L-amino acid: controlling factors of nitrogen isotopic 
hetero- and homogeneity (海洋研究開発機構) ○高野淑
識・力石嘉人・大河内直彦 

 
1P09 (07-P02)  
炭素・窒素安定同位体比分析によるヒト血清中アミノ酸と
食料源の関係評価 (1 首都大学東京・2 京都大) ○廣野留
都 1・武蔵正明 1・中下留美子 1・鈴木彌生子 1・伊永隆史 1・
原田浩二 2・小泉昭夫 2 

 
 

セッション 08：社会地球化学：人と安全 
 
1P10 (08-P01)  
窒素安定同位体比による 15N ラベル化を用いた植物の窒
素吸収・同化過程の窒素動態解析 (首都大学東京)  
○角田皓平・山本真由・武蔵正明・中下留美子・鈴木彌生
子・伊永隆史  

 
1P11 (08-P02)  
ICP 質量分析法を用いた環境試料中の超微量鉛同位体
比測定法の開発 ～鉛放出起源の解明に向けて (1（株）
マリン・ワーク・ジャパン・2 海洋研究開発機構高知コア研
究所・3 東京大学海洋研究所) ○松岡淳 1・谷水雅治 2・井
上麻夕里 3 

 
 
セッション 10：海洋地殻中の移流と生物地球化学作用 
 
1P12 (10-P01)  
重晶石中の ESR 信号の熱安定性 (1 岡山理科大学・2 九
州大学) ○佐藤文寛 1・奥村輔 1・豊田新 1・石橋純一郎 2 

 
1P13 (10-P02)  
バクテリア表面の希土類元素吸着サイトの pH 依存性 (広
島大学) ○山本美香・高橋嘉夫 

 
1P14 (10-P03) 
300℃、500 気圧におけるコマチアイトの熱水変質実験   
(1 東京工業大・2 海洋研究開発機構) ○吉崎もと子 1・鈴木
勝彦 2・渋谷岳造 2・清水健二 2・中村謙太郎 2・大森聡一 1・
高井研 2・丸山茂徳 1 

 
1P15 (10-P04)  
姶良カルデラ内に分布する塩化物泉の地球化学的研究 
(九州大学大学院地球惑星科学専攻) ○平尾真吾・石橋
純一郎 

 
1P16 (10-P05)   
沖縄トラフ伊是名海穴の熱水活動の地球化学的特徴   
(1 九州大学・2 高知大学・3 岡山大学・4 北海道大学・5 海洋
研究開発機構・6 産業技術総合研究所) ○石橋純一郎 1・
野口拓郎 2・山中寿朗 3・中川聡 4・布浦拓郎 5・中村光一 6・
稲垣史生 5 

 
  
セッション 05：現世の有機物、微生物、生態系の地球化学
的動態と過去の生命史の解明 
 
1P17 (05-P01)  
メタンハイドレート賦存域におけるアーキア膜脂質の分布
と同位体組成 (九州大学) ○金子雅紀・奈良岡浩 

 
1P18 (05-P02)  
Mt. McRae Shale 中におけるバイオマーカー（炭素質物
質）の検証 (九州大学) ○高柳直樹・北島富美雄・奈良
岡浩・清川昌一 

 
1P19 (05-P03)  
地層ベンゾポルフィリン中のベンゾピロール骨格の生成
機構 (1 筑波大学・2 福岡工業大学・3 海洋研究開発機構)
○熊谷現 1・三田肇 2・柏山祐一郎 3・野本信也 1 

 
 



9 月 15 日（第１日） ポスターセッション 
P 会場 (E203)、 コアタイム：13:00～14:00 

（ポスターは 12:00 までに掲示、18:00 までに撤去） 
 
1P20 (05-P04)  
地層中に存在する 3‐,8‐又は 17‐ノルポルフィリンの地球
化学的意義の解明(2) －3‐,8‐又は 17‐ノルポルフィリン
の生成機構の解明－ (1 筑波大化学・2 福岡工業大工・
3JAMSTEC-IFREE)○浅野純也 1・篠原一貴 1・野本光一 1・
三田肇 2・柏山祐一郎 3・野本信也 1 

 
 
セッション 12：古気候・古環境解析の地球化学 
 
1P21 (12-P01)  
太平洋中層での浮遊性有孔虫殻の溶解と二次石灰化お
よびその同位体比への影響 (1 北海道大学・2 グローバル
オーシャンディベロップメント) ○入野智久 1・太田晴美 2・
大場忠道 1 

 
1P22 (12-P02)  
名古屋クロマツの年輪中の炭素・酸素同位体比から探る
環境変動 (1名大院環境・2名大年代測定センタ—) ○林和
樹 1・南雅代 2・中村俊夫 2・中塚武 1 

 
1P23 (12-P03)  
完新世の高時間分解能コアにおけるウラン・トリウム同位
体：モンゴル・フブスグル湖 (1 金沢大学・2 広島大学・3 名
古屋大学)  ○美濃健太 1・坂口綾 2・中村俊夫 3・柏谷健
二 1・山本政儀 1 

 
1P24 (12-P04) 
中国江蘇省曙光のレス・古土壌層の元素・鉱物組成 (1 同
志社大学・2 兵庫教育大学・3 南京博物院) ○灘本信純 1・
横尾頼子 1・成瀬敏郎 2・林田明 1・松藤和人 1・房迎三 3 

 
1P25 (12-P05)  
大気大循環モデルによる氷期シミュレーションで得られた
酸素同位体比-気温の関係 (1 海洋研究開発機構・2 東京
大学) ○大垣内るみ 1・阿部彩子 1,2・栗田直幸 1 

 
1P26 (12-P06)  
太平洋赤道域堆積物コア中における Baex の分布 (東海
大学) ○坂本緑・小西由紀・加藤義久・南秀樹 

 
 
セッション 11：放射性廃棄物と地球化学 
 
1P27 (11-P01)  
ニアフィールドバリア機能に関する地球化学的プロセスと
その課題 (名古屋大学) ○吉田英一・西本昌司・山本鋼
志 

 
1P28 (11-P02) 
重金属ストレスに対する酵母の応答：鉛とウランの比較  
(1 日本原子力研究開発機構・2 静岡大学・3 酒類総合研究
所) ○坂本文徳 1・大貫敏彦 1,2・藤井力 3・家藤治幸 3 

 
1P29 (11-P03) 
固-液両相のスペシエーションに基づくヨウ素の挙動解明 
(広島大学) ○嶋本洋子・高橋嘉夫 

 
1P30 (11-P04) 
花崗岩中の地下水における微量金属元素のサイズ分布
特性 (日本原子力研究開発機構) ○山本祐平・青才大
介・水野崇 

 

 
1P31 (11-P05) 
瑞浪超深地層研究所における地球化学研究 －第 1 段
階における地球化学概念モデルの妥当性の確認方法に
ついて－ (日本原子力研究開発機構) ○水野崇・齋正
貴・萩原大樹・青才大介・山本祐平 

 
1P32 (11-P06)  
瑞浪層群明世層に見られる酸化バンドの地球化学 (名古
屋大学) ○山本鋼志・吉田英一・與語節生 

 
 
セッション 06：水圏環境地球化学 
 
1P33 (06-P01) 
放射線により生成するメタンハイドレート中の微量メタノー
ル ～メタンハイドレートの生成年代決定を目指して～ 
(大阪大学) ○村山達郎・谷篤史 

 
1P34 (06-P02)  
無機および有機ヒ素の溶存形態と拡散係数の関係 (広
島大学大学院理学研究科) ○坂光美香・高橋嘉夫 

 
1P35 (06-P03)  
二酸化マンガンへのテルルの吸着挙動：マンガンクラスト
へのテルルの取り込み機構 (1 九大院理・2 徳島大総合) 
○勝山ゆか 1・沼子千弥 2・岡上吉広 1・横山拓史 1 

 
1P36 (06-P04)  
群馬県南部地域に分布する非火山性温泉の水質形成機
構 (1 東京理科大学・2 岡山大学)  ○村松容一 1・近藤史
也 1・千葉仁 2・長島秀行 1 

 
1P37 (06-P05)  
シラス溶出陽イオンの挙動 (鹿児島大学) ○児玉将大・
山本温彦 

 
1P38 (06-P06)  
アミノ酸重合反応における解離状態の効果 (大阪大学) 
○坂田霞・北台紀夫・中嶋悟 

 
1P39 (06-P07)  
ベンガル平野のヒ素汚染地下水の時空間変動要因につ
いて ― II. 堆積物—水間のヒ素のみかけの分配係数を
支配する物理化学的要因 ― (1 愛媛大学・2 広島大学) 
○板井啓明 1・高橋嘉夫 2 

 
1P40 (06-P08)  
藻類中の金属元素濃度を利用した大阪湾の海水汚染評
価 (1 名古屋大学・2 神戸大学) ○神田ゆか 1・山本鋼志 1・
牛原康博 2・川井浩史 2 

 
1P41 (06-P09)  
科学掘削船「ちきゅう」船上でのキャビティリングダウン分
光式マスを用いた間隙水の酸素・水素同位体比分析とそ
の有効性 (1JAMSTEC・2 琉球大・3 東大海洋研・4 株式会
社マリン・ワーク・ジャパン・5 産総研・6 ジャスコインタナショ
ナル株式会社) ○井尻暁 1・土岐知弘 2・山口保彦 3・稲垣
史生 1・諸野祐樹 1・井町寛之 1・寺田武志 4・芦寿一郎 3・中
村光一 5・町山栄章 1・坂井三郎 1・大橋麻美 6 

 

 

 

 



9 月 16 日（第２日） 午前 
 

A 会場 (E002) 
 
セッション 09：地球化学と生理学の融合：生命圏のフィジオ
ロジーの探究 
コンビーナー：沢田健（北大）・力石嘉人（JAMSTEC） 
 
09:30-09:35 趣旨説明 
 
09:35-09:50 2A01 (09-01)  
長鎖アルケノンの植物生理学的研究：古水温・古塩分指
標に関連して (1 北海道大学・2 筑波大学) ○沢田健 1・白
岩善博 2 

 
09:50-10：05 2A02 (09-02)  
高度好塩性アーキア Halobacterium halobium のイソプレノ
イド脂質生合成におけるロイシン-メバロン酸短絡経路 
(九州大学) ○山内敬明 

 
10:05-10:20 2A03 (09-03)  
被子植物テルペノイドバイオマーカーの化学分類学・生理
学的研究 (北海道大学) ○中村英人・沢田健 

 
10:20-10:40 2A04 (09-04 招待)  
テトラピロール化合物の炭素アイソトポマーと基礎生産者
の炭酸同化プロセス(海洋研究開発機構) ○柏山祐一
郎・力石嘉人・小川奈々子・大河内直彦 

 
10:40-10:55 2A05 (09-05)  
ピルバラクラトン・マウントゴールズワージー地域に産出す
る含微化石チャートの年代とその意義 (1 名古屋大・2 広島
大) ○杉谷健一郎 1・中川内司 2・三村耕一 1・日高洋 2 

 
10:55-11:15 2A06 (09-06 招待) 
大気中亜硝酸の植物影響に関する研究 (広島大学)   
○佐久川弘・松田敏英・森山友絵・Oguntimehin Ilemobayo 
Ifedayo  

  
11:15-11:30 2A07 (09-07)  
生理学的知見に基づく生物地球化学的指標の開発 (独
立行政法人海洋研究開発機構) ○力石嘉人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
B 会場 (E104) 

 
セッション 20：宇宙線生成核種の宇宙地球化学 
コンビーナー：西泉邦彦（UC バークレー）・南雅代（名大）・
日高洋（広島大） 
 
09:15-09:30 2B01 (20-01)  
中性子捕獲反応によるオーブライト(エンスタタイトエコンド
ライト)隕石の Sm 同位体変動 (1 広島大学・2 国立科学博
物館) ○近藤倫世 1・日高洋 1・米田成一 2 

 
09:30-09:45 2B02 (20-02)  
Gibeon 鉄隕石中の宇宙線生成安定核種 45Sc (1 首都大学
東京・2 日本大学) ○大浦泰嗣 1・本田雅健 2・海老原充 1 

 
09:45-10:00 2B03 (20-03)  
アエンデ隕石コンドリュールの宇宙線照射起源希ガスと宇
宙線照射年代 (1 東京大学・2 ウィスコンシン大学マディソ
ン校) 中村好伸 1・○馬上謙一 1・中嶋大輔 1,2・長尾敬介 1 

 
10:00-10:15 2B04 (20-04)  
Yamato 75, chondrite group の宇宙線照射年代 (日本大
学) ○本田雅健     

 
<休憩> 
 
10:20-10:35 2B05 (20-05)  
樹木年輪中炭素14の分析による太陽活動の研究 (1東京
大学・2 名古屋大学) ○宮原ひろ子 1・横山祐典 1・松崎浩
之 1・永冶健太朗 2・増田公明 2・中村俊夫 2 

 
10:35-10:55 2B06 (20-06 招待) 
大気 14C 濃度変動と地域効果：太陽活動-気候変動の相
関を歴史に探る (国立歴史民俗博物館) ○今村峯雄・尾
嵜大真・坂本稔 

 
10:55-11:10 2B07 (20-07) 
標高の高い地域に生育する植物は低地の植物より 14C 濃
度が高いのか？ (1 名古屋大学年代測定総合研究センタ
ー・2 東北大学大学院理学研究科・3 東海大学海洋科学
部・4 中国科学院西蔵高原研) ○中村俊夫 1・渡邊隆広 1,2・
太田友子 1・松中哲也 3・西村弥亜 3・朱立平 4 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



9 月 16 日（第２日） 午前 
 

C 会場 (E210) 
 

セッション 16：大気微量成分の地球化学 
コンビーナー：斉藤拓也（環境研）・角皆潤（北大） 
 
09:00-09:15 2C01 (16-01)  
丹沢大山における大気汚染物質の動態と樹冠への沈着 
(1 山梨大学・2 神奈川大学) ○松本潔 1・井川学 2 

 
09:15-09:30 2C02 (16-02)  
陸域生態系における大気沈着窒素の浄化効率：市販のミ
ネラル・ウォーターを用いた評価 (北大院理) ○角皆潤・
代田里子・小松大祐・中川書子 

 
09:30-09:45 2C03 (16-03) 
大気降下物標準試料中の異常ウラン同位体比 (1 上智大
学大学院・2 上智大学・3 東京工業大学・4 東京都市大学) 
○山内理恵子 1・木川田喜一 2・小田幸平 1・野村雅夫 3・本
多照幸 4・広瀬勝巳 2・大井隆夫 2 

 
09:45-10:00 2C04 (16-04)  
海洋表層水中の硝酸にみつかった大気沈着硝酸の痕跡
とその分布 (北海道大学) ○小松大祐・大久保智・今野
祐多・代田里子・中川書子・角皆潤 

 
10:00-10:15 2C05 (16-05)  
プロファイリングブイによる海表面ガスのサンプリング (岡
山大学) ○岩田徹・廣江秀俊 

 
10:15-10:30 2C06 (16-06)  
改良 15N トレーサー法による西部北太平洋海域における
海洋窒素固定速度定量 (北海道大学) ○今野祐多・小松
大祐・代田里子・桑原潤・木戸唯介・中川書子・角皆潤・松
井崇人・鈴木光次 

 
10:30-10:45 2C07 (16-07)  
亜熱帯林生態系における塩化メチルの放出と吸収 (国立
環境研究所) ○斉藤拓也・横内陽子 

 
10:45-11:00 2C08 (16-08)  
比較的高分子量な生物起源揮発性有機化合物の放出と
特徴 (1 財団法人石油産業活性化センター・2National 
Center for Atmospheric Research・3De-Paul University) 
○松永壮 1・Alex Guenther2・Mark Potosnak3・Eric Apel2 

 
11:00-11:15 2C09 (16-09)  
東京の大気エアロゾルに含まれる n-アルカンの分子レベ
ル水素同位体組成の季節変化 (北海道大学低温科学研
究所) ○山本真也・河村公隆 

 
11:15-11:30 2C10 (16-10)  
海洋エアロゾル中の低分子ジカルボン酸の粒径分布：沖
縄辺戸岬での観測 (北海道大学) ○河村公隆・Manuel 
Lazaar  

 
 
 
 

 
D 会場 (E211) 

 
セッション 14：バイオミネラリゼーションと石灰化ー遺伝子
から地球環境までー 
コンビーナー：白井厚太朗（東大）・佐野有司（東大）・川幡
穂高（東大） 
 
09:00-09:15 2D01 (14-01)  
イネ中のケイ酸の化学 (九州大学大学院理学研究院) 
○白淑琴・岡上吉広・横山拓史 

 
09:15-09:30 2D02 (14-02)  
NanoSIMS による生物起源アパタイトの Sr 同位体比分析 
(東京大学) ○豊島考作・高畑直人・白井厚太朗・北島宏
輝・佐野有司 

 
09:30-09:45 2D03 (14-03)  
ニシン耳石中の微量元素組成の地理的差異 (1 東京大学
海洋研究所・2 東京大学大学院理学系研究科・3 水産総合
研究センター) ○山根広大 1・白井厚太朗 2・長倉義智 3・
山根幸伸 1・新井崇臣 1 

 
09:45-10:00 2D04 (14-04)  
二枚貝殻中の微量元素組成高分解能分析による海水塩
濃度指標の抽出 (東京大学大学院) ○宮地鼓・白井厚太
朗・棚部一成 

 
10:00-10:15 2D05 (14-05)  

210Pb 法による宝石サンゴの骨軸成長速度について (1 放
射線医学総合研究所・2高知大学・3産業技術総合研究所) 
○山田正俊 1・岩崎望 2・鈴木淳 3・鄭建 1 

 
10:15-10:30 2D06 (14-06)  
ストロンチウムをマーカーとした高時間解像度でのサンゴ
骨格成長部位の標識法 (1 東京大学・2 北海道大学・
3University of Western Australia)  ○白井厚太朗 1・岨康
輝 2・渡邊剛 2・佐野有司 1・Clode Peta3 

 
10:30-10:45 2D07 (14-07)  
サンゴ礁地形の形成モデルとそのシミュレーション (1 北海
道大学・2 東北大学) ○中村隆志 1・中森亨 2 

 
10:45-11:00 2D08 (14-08)  
海 酸 性 化 に 呼 応 す る 大 型 有 孔 虫 Marginopora 
kudakajimensis の石灰化 (1 東京大学・2（独）産業技術総
合研究所・3 琉球大学) ○川幡穂高 1・黒柳あずみ 1・鈴木
淳 2・藤田和彦 3 

 
11:00-11:15 2D09 (14-09)  
サンゴ骨格中のフッ素含量を規定する因子 (琉球大学) 
○田中健太郎・大出茂 

 
11:15-11:30 2D10 (14-10)  
P-TIMS を用いた炭酸塩試料のホウ素同位体比精密分析
法の開発 (1（株）マリン・ワーク・ジャパン・2 海洋研究開発
機構) ○永石一弥 1・石川剛志 2 

 
 



9 月 16 日（第２日） 午前 
 

E 会場 (E209) 
 
セッション 06：水圏環境地球化学 
コンビーナー：高橋嘉夫（広島大）・福士圭介（金沢大）・松
尾基之（東大）・光延聖（静岡県立大） 
 
9:00-09:15 2E01 (06-22)  
Occurrence of antifouling herbicide Diuron from Seto 
Inland Sea, Japan (Hiroshima University) ○Sarangaraja 
Balakrishnan・Kazuhiko Takeda・Hiroshi Sakugawa 

 
09:15-09:30 2E02 (06-23)  
溶存有機物からの低分子アルデヒドの光化学的生成とそ
の光分解  (1 広島大学大学院生物圏科学研究科・2 酪農
学園大学) ○竹田一彦 1・三井裕美 1・加藤真也 1・中谷暢
丈 2・佐久川弘 1 

 
09:30-09:45 2E03 (06-24)  
アロフェンへの金属イオンの吸着量に対する腐植酸の影
響 (東京大学) ○伊藤祐生・小豆川勝見・松尾基之 

 
09:45-10:05 2E04 (06-25 招待) 
Field Flow Fractionation を用いた腐植物質-金属イオン相
互作用に関する研究 (東京大学大学院工学系研究科) 
○斉藤拓巳・山本昌寿・長崎晋也・田中知 

 
10:05-10:20 2E05 (06-26)  
静岡県河津鉱山におけるセレンとテルルの水-土壌間の
分配挙動 (広島大学) ○来島望・高橋嘉夫 

 
10:20-10:35 2E06 (06-27)  
水‐フェリハイドライト界面における硫酸の表面スペシエー
ション (金沢大学) ○青山和樹・永田貴洋・福士圭介 

 
10:35-10:50 2E07 (06-28)  
フェロン法を用いた、ケイ酸共存下におけるアルミニウム
化学種の状態解析：ケイ酸濃度の影響 (1 九大院理・2 栗
田工業(株))  ○齊藤智之 1・西田育子 1,2・島田雄樹 1・岡
上吉広 1・横山拓史 1 

 
10:50-11:05 2E08 (06-29)   
台湾北東部亀山島東方沖における浅瀬海底熱水の地球
化学的研究  (1 富山大学・2 台湾中山大学) ○吉田加奈
子 1・張勁 1・日下部実 1・佐竹洋 1・王冰潔 2・陳鎮東 2 

 
11:05-11:20 2E09 (06-30)  
方鉛鉱と閃亜鉛鉱への金(III)錯イオンの吸着・還元挙動 
(九大院理) ○赤松美里・岡上吉広・横山拓史 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 



9 月 16 日（第２日） 午後 
 

Q 会場 (E102) 
 

 

総会 

13:30-15:00   

 

 

 

受賞講演 

 

15:00-15:20  2Q01 (奨励賞) 

Hf 及び W 同位体比を用いた地球初期地殻進化の研究  

○飯塚 毅 (オーストラリア国立大学地球科学研究所)  

 

15:20-15:40  2Q02 (奨励賞) 

バイオマーカーを用いた古気候変遷と物質循環に関する地球化学的研究 

○関 宰 （北大低温研） 

 

15:40-16:00  2Q03 (奨励賞) 

海底熱水系における水‐岩石反応過程とその表層環境に与える影響 

○中村謙太郎 （海洋研究開発機構） 

 

16:00-16:30  2Q04 (学会賞) 

生元素同位体による自然と人類の持続的共生の仕組みに関する研究 

○南川雅男 （北海道大学・院・地球環境科学研究院）  

 

16:30-17:00  2Q05 (学会賞) 

アイソトポマー自然存在比の計測による地球表層物質循環の研究 

○吉田尚弘 （東京工業大学大学院総合理工学研究科） 

 

17:00-17:30  2Q06 (柴田賞) 

Golden Age Determination-熱水鉱床の Te–Xe Dating 

○高岡宣雄 （九州大学） 
 
 



9 月 16 日（第２日） ポスターセッション 
P 会場 (E203)、 コアタイム：11:30～12:30 

（ポスターは 10:30 までに掲示、18:00 までに撤去） 
 

セッション 03：マントル物質の化学とダイナミクス 
 
2P01 (03-P01)  
The preliminary isotopic data of meimechite rocks from 
Far East Asia (1 海洋研究開発機構・2 ロシア科学アカデミ
ー) ○佐藤佳子 1・平原由香 1・仙田量子 1・田村肇 1・熊谷
英憲 1・鈴木勝彦 1・Vradimir Prikhdko2 

 
 
セッション 22：沈み込み帯の地球化学  
 
2P02 (22-P01)  
松代群発地震域の湧水の Li と Sr の同位体地球化学 
(1（独）海洋研究開発機構・2 信州大学) ○西尾嘉朗 1・塚
原弘昭 2 

 
2P03 (22-P02)  
マリアナ前弧域蛇紋岩海山産炭酸塩のヨウ素濃度 (1 国
立環境研究所・2 東京大学大学院工学系研究科・3 学習院
大学) ○加藤和浩 1・松崎浩之 2・村松康行 3 

 
2P04 (22-P03)  
珪長質深成岩中のアルカリ長石の LIL 元素の挙動 (鹿児
島大学) ○山本温彦 

 
2P05 (22-P04)  
付加体中の炭酸塩鉱物脈の炭素・酸素同位体比から見
た沈み込み帯地震発生帯の流体循環像 (1 高知大学・2 東
京大学大学院理学系研究科) ○山口飛鳥 1・木村学 2 

 
2P06 (22-P05)  
蛇紋岩の透水率異方性と沈み込み帯での流体移動に関
する考察 (広島大学) 川野誠也・○片山郁夫・岡崎啓史・
嶋本利彦 

 
 
セッション 07：固体地球化学 （全般） 
 
2P07 (102-P01)  
スリランカ中央部，ハイランド複合岩体における結晶質石
灰岩を用いた変成温度の推定と炭素同位体の挙動 (1 静
岡大学大学院理学研究科・2 スリランカ基礎研究所) ○長
田雄佑 1・K.V.W. Kehelpannala2・和田秀樹 1 

 
2P08 (102-P02)  
地球内部の炭素含有物質：ミクロ炭酸塩の高圧合成実験 
(山口大学) ○三浦保範 

 
2P09 (102-P03)  
Evaluation of matrix-matched calibration in laser ablation 
ICP-MS analysis of trace elements in geological samples 
(海洋研究開発機構) ○常青・木村純一・石川晃 

 
2P10 (102-P04)  
難溶性鉱物含有珪長質岩石試料の迅速微量元素定量分
析法 (独立行政法人海洋研究開発機構) ○仙田量子・常
青・木村純一 

 
2P11 (102-P05)  
ウラン・トリウム鉱石等の安全管理－地質調査総合センタ
ーの例 (産業技術総合研究所地質調査総合センター) 
○上岡晃・小笠原正継・青木正博 

 
2P12 (102-P06)  
岩石標準試料中の放射性核種定量の研究室間相互比較
(1 岡山理科大学・2 フランス国立自然史博物館)  ○内田
乃 1・豊田新 1・Helene Tissoux 2・Christophe Falgères 2・蜷
川清隆 1 

2P13 (102-P07)  
信号再生法によるテフラの ESR 年代測定 (1 岡山理科大
学・2 首都大学東京・3 フランス国立自然史博物館) ○浅越
光矢 1・豊田新 1・鈴木毅彦 2・Helene Tissoux3・Christophe 
Falgères3・Pierre Voinchet3 

 
 
セッション 01：堆積物／堆積岩の地球・環境化学  
 
2P14 (01-P01)  
愛知県東部～岐阜県南部の地球化学図と元素の分布要
因についての考察  (1 名古屋大学環境学研究科地球環
境科学専攻・2 名古屋大学年代測定研究センター・3 名古
屋大学博物館) ○田中剛 1・山本鋼志 1・南雅代 2・三村耕
一 1・浅原良浩 1・吉田英一 3・竹内誠 1 

 
2P15 (01-P02)  
MC-ICP-MS と気化法を用いた Re-Os 同位体組成迅速測
定方法の開発 (予報)  (1（独）海洋研究開発機構・2 ハワ
イ大学) ○野崎達生 1・鈴木勝彦 1・Gregory Ravizza2・木村
純一 1・常青 1 

 
2P16 (01-P03)  
琵琶湖水系における天然放射性核種ウラン・トリウム同位
体挙動研究 (1 広島大学・2 金沢大学・3(財)むつ海洋研究
所・4 琵琶湖環境科学研究センター) ○坂口 綾 1・山本政
儀 2・富田純平 2・小藤久毅 3・青田容明 2・熊谷道夫 4 

 
2P17 (01-P04)  
南中国、ドウシャンツォキャップカーボネートの炭素・酸素
同位体分析 (東工大) ○佐藤寿年・田畑美幸・澤木佑介・
上野雄一郎・小宮剛・吉田尚弘 

 
2P18 (01-P05)  
亜酸化的海底環境堆積物中における主要化学元素の挙
動と色相変化 (1 東海大学・2 金沢大学・3 東京大学) ○山
田悠香子 1・三上裕 1・南秀樹 1・長尾誠也 2・小畑元 3・谷野
賢二 1・加藤義久 1 

 
2P19 (01-P06)  
九州および四国地域のストロンチウム同位体比地球化学
図 (1 名古屋大学・2 首都大学東京・3 産業技術総合研究
所) ○城森由佳 1・南雅代 1・後藤（桜井）晶子 2・今井登 3 

 
 
セッション 13：宇宙地球有機物とアストロバイオロジー  
 
2P20 (13-P01)  
有機物・微生物の宇宙曝露と宇宙塵・微生物の捕集実験
(たんぽぽ) 、宇宙での微生物捕集と微生物生存可能性
の検討  (1東京薬科大学・2横浜国立大学・3玉川大学・4会
津大学・5ISAS/JAXA・6千葉大学・7独立行政法人日本原
子力研究開発機構・8東京工業大学・9放射線医学総合研
究所) ○河口優子1・Yang Yinjie1・杉野朋弘1・藤崎健太2・
横堀伸一1・吉村義隆3・辻尭3・奥平恭子4・田端誠5・河合秀
幸6・鳴海一成7・林宣宏8・吉田聡９・矢野創5・橋本博文5・山
下雅道5・小林憲正2・山岸明彦1 

 
 
セッション 09：地球化学と生理学の融合：生命圏のフィジオ
ロジーの探究  
 
2P21 (09-P01)  
西オーストラリア、ピルバラクラトン・マウントゴールズワー
ジー地域におけるジルコンの年代学的考察  (1 広島大
学・2 名古屋大学) ○中川内司 1・杉谷健一郎 2・日高洋 1・
三村耕一 2 

 



9 月 16 日（第２日） ポスターセッション 
P 会場 (E203)、 コアタイム：11:30～12:30 

（ポスターは 10:30 までに掲示、18:00 までに撤去）
 
2P22 (09-P02) 
好熱性古細菌に特異なカルジトールの生合成における中
間体の分析 (九州大学) ○中山裕輔・横山祐介・山内敬
明 

 
2P23 (09-P03) 
ヒト血漿中のカルシウム同位体比測定  (1 東京工業大
学・2 独立行政法人国立健康・栄養研究所・3 順天堂大学・ 
4 清泉女子大学・5 国際医療福祉大学・6 京都大学) ○山崎
絵里香 1・田中佑樹 1・菅彰信 1・田野島三奈 1・永田雄一 1・
高田和子 2・篠原厚子 3,4・千葉百子 3,5・平田岳史 1,6 

 
2P24 (09-P04) 
化石ゴールのバイオマーカー分析：植物-昆虫共生系の
古生物化学的探索  (1 北海道大学・2 大阪市立自然史博
物館)  落合総一郎 1・○沢田健 1・中村英人 1・塚腰実 2・
秋元信一 1 

 
 
セッション 104：大気水圏地球化学 （全般） 
 
2P25 (104-P01) 
Geochemical Significance of 14C and 87Sr/86Sr isotopic 
data of the Dongrae and Pohang hot spring waters, Korea 
(1Korea Institute of Geoscience and Mineral Resources, 
Korea, 2Center for Chronological Research, Nagoya 
University, Japan) ○Seung-Gu Lee1, Toshio Nakamura2, 
Tong-Kwon Kim1, Tomoko Ohta2, Tae Jong Lee1  

 
2P26 (104-P02)  
琥珀中に取り込まれた古大気の希ガス同位体比測定 (大
阪大学大学院理学研究科) ○荒川裕子・下良拓・松田准
一 

 
2P27 (104-P03)  
2009 年に東大阪で観測された黄砂粒子の個別粒子分析 
(1 近畿大学大学院・2 近畿大学) ○山口和宏 1・中口譲 2・
向井苑生 2 

 
 
セッション 02：土壌・陸域生態系の物質循環  
 
2P28 (02-P01)  
植物を介した黄砂粒子の風化に伴う化学形態変化に関す
る実験的研究 (九州大学) ○長嶺篤・赤木右 

 
2P29 (02-P02)  
淀川水系における化学成分の広域分布と生態系の関係 
(1 近畿大学・2 大阪市立大学・3 大阪市立自然史博物館) 
○ 山中康平 1・長谷川徹 1・冬野正史 1・益田晴恵 2・中口
譲 1・滝川真矢 1・宇根山綾香 1・山崎恵美子 1・中條武司 3・
大阪市立自然史博物館淀川水系調査グループ水質班 3 

 
2P30 (02-P03)  
ヨウ素の土壌への蓄積 ～127I 及び 129I の分析と吸着メカニ
ズムに関する研究～ (1 学習院大学・2 東京大学) ○伊藤
絵理佳 1・村松康行 1・松崎浩之 2 

 
2P31 (02-P04)  
Characterizing the methane cycle in lake system using 
isotopic signature in Lake-Kizaki, Japan (1Federal Institute 
of Technology, Zurich・2Tokyo Institute of Technology・
3Tokyo University of Agriculture and Technology) ○Loic 
Lombard1,2・Keita Yamada2・Shohei Hattori2・Yuji Sasaki2・
Akiko Makabe2・Keisuke Koba3・Naohiro Yoshida2 

 
 
 

2P32 (02-P05)  
中央アルプス千畳敷における降水中化学物質濃度と硝
酸の安定同位体比の特徴 (東京農工大学) ○酒井顕子・
楊宗興・木庭啓介・宮本侑・竹林佑 

 
 
セッション04：海洋における微量元素・同位体の分布と循環  
 
2P33 (04-P01) 
オホーツク海中央海底の堆積物直上海水の全可溶マン
ガン・鉄濃度 (1 海上保安大学校) ○川村紀子 1・YK07-12
乗船研究者一同 

 
2P34 (04-P02)  
日本海盆における 228Ra と 226Ra の鉛直分布からみた海水
循環 (1 金沢大学・2 中央水産研究所) ○吉田圭佑 1・皆川
昌幸 2・井上睦夫 1・中野佑介 1・浜島靖典 1・山本政儀 1 

 
2P35 (04-P03)  
海洋深層へのヘリウム-3 人為散布による海洋深層流評
価の試み (東京大学) ○亀田綾乃・高畑直人・北島宏輝・
藤尾伸三・田中潔・佐野有司 

 
2P36 (04-P04)  
トリチウム－ヘリウム－３法による海水の年代測定 (1 東
京大学・2 九州大学) ○高畑直人 1・佐野有司 1・白井厚太
朗 1・百島則幸 2 

 
 
セッション 18：大気圏・水圏とそれらの相互作用、気候変化  
 
2P37 (18-P01)  
植物由来揮発性有機化合物のマイクロ固相抽出-ガスク
ロマトグラフィー同位体比質量分析法による炭素安定同
位体比分析 (1 東京工業大学・2 キリンホールディングス
(株) フロンティア技術研究所) ○柴田裕樹 1・山田桂大 1・
服部良太 2・豊田栄 1・吉田尚弘 1 

 
2P38 (18-P02)  
サンゴ骨格中の鉛同位体比を用いた最終融氷期におけ
る南太平洋東部の環境復元  (1 東京大学・2 海洋研究開
発機構・3 産業技術総合研究所) ○井上麻夕里 1・横山祐
典 1,2・谷水雅治 2・鈴木淳 3・川幡穂高 1 

 
2P39 (18-P03)  
長距離輸送途上で起こる鉱物エアロゾル中の鉄化学種の
変化 (II) ～EXAFS・電子収量 XANES によるエアロゾル
中の鉄化学種の精密解析～ (広島大学大学院) ○東将
之・高橋嘉夫・清水洋 

 
2P40 (18-P04)  
洞爺湖におけるメタンの挙動 (酪農学園大学) ○安藤達
哉・林えれな・吉田磨 

 
2P41 (18-P05)  
農地を流れる河川とその河口・沿岸海洋の環境とメタンの
挙動 (酪農学園大学) ○大類壮央・窪田千穂・河島弘幸・
土屋愛・吉田磨 

 
  
セッション 16：大気微量成分の地球化学  
 
2P42 (16-P01)  
日本上空における対流圏水素濃度の時空間分布とモデ
ルによる再現 (1(独) 海洋研究開発機構・2 名古屋大学・ 
3 宮城教育大学・4 東北大学) ○八代尚 1・滝川雅之 1・須藤
健悟 2・菅原敏 3・青木周司 4・中澤高清 4 



9 月 17 日（第３日） 午前
 

A 会場 (E002) 
 

セッション 02：土壌・陸域生態系の物質循環 
コンビーナー：杉本敦子（北大）・八木一行（農環研）・赤木
右（九大）・高橋善幸（環境研）・楊宗興（東京農工大） 
 
09:00-09:20 3A01 (02-01 招待) 
温暖化環境下における森林土壌微生物呼吸と土壌炭素
収支 (1国立環境研究所・2広島大学・3静岡大学・4北海道
大学・5 弘前大学・6 宮崎大学) 梁乃申 1・○中根周歩 2・角
張嘉孝 3・高木健太郎 4・石田祐宣 5・高木正博 6 

 
09:20-09:35 3A02 (02-02) 
土壌中 CO2及び Rn 濃度を用いた地表面 CO2フラックスの
推定 (名古屋大学) ○太田雅和・山澤弘実 

 
09:35-09:50 3A03 (02-03) 
炭素同位体比を用いた森林土壌呼吸中の根呼吸量の評
価 (名古屋大学大学院工学研究科) ○蜂谷真史・山澤弘
実・森泉純 

 
09:50-10:05 3A04 (02-04) 
土壌有機物とその分解放出 CO2 の炭素同位体比 (1 名古
屋大学・2 日本原子力研究開発機構) ○守屋耕一 1・森泉
純 1・山澤弘実 1・小嵐淳 2・安藤麻里子 2 

 
10:05-10:20 3A05 (02-05)  
定常状態系におけるΔ14C モデルによる物質の平均滞留
時間解析法の提案とその応用 (九州大学) ○赤木右 

 
10:20-10:35 3A06 (02-06)  
菌根菌と土壌動物(ミミズ)による土壌中可給態リンへの相
乗効果 (1 日本女子大学・2 農業・食品産業技術総合研究
機構) ○岩永百合 1・小島知子 2・宮崎あかね 1 

 

<休憩> 
 
10:40-11:00 3A07 (02-07 招待) 
瀬戸内海流域における土壌−水源水質に及ぼす山火事
の影響 (広島大学) ○小野寺真一 

 
11:00-11:15 3A08 (02-08)  
Investigation of methane emission during sewage water 
treatment in Japan through carbon isotope ratio (1Tokyo 
Institute of Technology・2Tokyo Metropolitan Government) 
○Wu Chen1・Keita Yamada1・Sakae Toyoda1・Naohiro 
Yoshida1・Rina Kono2・Koki Murayama2 

 
11:15-11:30 3A09 (02-09)  
北海道美唄市宮島沼周辺の早期湛水･有機栽培水田に
おけるメタン放出(1 北海道大学・2 酪農学園大学・3 宮島沼
水鳥湿地センター) ○藤原沙弥香 1・吉田磨 2・牛山克己 3 

 
11:30-11:45 3A10 (02-10)  
湿潤熱帯域で知られる土壌の”酸性”と anthropogenic な
生態系酸性化 (1東京農工大学・2中国科学院華南植物学
研究所) ○楊宗興 1・磯貝ゆりか 1・Yunting Fang 2・
Jiangming Mo2 

 
11:45-12:00 3A11 (02-11)  
西表島の土壌の酸緩衝能に関する研究(1 九大院理・2 九
州環境管理協会・3 琉大文・4 鹿大農・5 総合地球環境学研
究所) ○倉本宏之 1・川上純子 1・栗崎弘輔 1・天日美薫 2・
廣瀬孝 3・井倉洋二 4・高相徳志郎 5・吉村和久 1 

 
12:00-12:15 3A12 (02-12)  
年輪の炭素同位体比を用いた東シベリアタイガ林の過去
の水分環境と炭素循環の解析 (1 北海道大学・2 鳴門教育
大学・3 ロシア科学アカデミー寒冷圏生物学研究所) ○鄭
峻介 1・杉本敦子 1・米延仁志 2・T.C. Maximov3 

 
12:15-12:30 3A13 (02-13)  
東シベリアタイガ林における大気水蒸気同位体比の数日
〜数週間の変動要因 (北大) ○上田哲大・杉本敦子  

 
B 会場 (E104) 

 
セッション 20：宇宙線生成核種の宇宙地球化学 
コンビーナー：西泉邦彦（UC バークレー）・南雅代（名大）・
日高洋（広島大） 
 
09:15-09:30 3B01 (20-08)  
鳥海神代杉単年輪による2600年小ピークの 14C濃度変動
について (山形大学) ○高橋唯・櫻井敬久・鈴木佳代・佐
藤太一・郡司修一・門叶冬樹 

 
09:30-09:45 3B02 (20-09)  
石灰質砂岩の放射性炭素を指標とする風化評価の試み−
コンクリートの組織劣化に関するナチュラルアナログ研究
として− (名古屋大学) ○南雅代・吉田英一・田中剛 

 
09:45-10:00 3B03 (20-10)  
宇宙線生成核種を用いた地表面の侵食速度の定量: 日
本列島における適用例 (1 東京大学・2 筑波大学) ○松四
雄騎 1・松倉公憲 2・笹公和 2・松崎浩之 1 

 
10:00-10:15 3B04 (20-11)  
地表岩石中のマグネタイトにおける宇宙線生成長半減期
放射性核種 (1 高エネルギー加速器研究機構・2 米国パー
デュー大学・3 米国カリフォルニア大学バークレー校) ○松
村宏 1,3・Marc W. Caffee2・Kees Welten3・西泉邦彦 3 

 
10:15-10:30 3B05 (20-12)  
物質中の環境中性子深度分布とエネルギー分布-尾小屋
地下実験室での微弱放射能測定- (金沢大学) ○浜島靖
典 

 
<休憩> 
 
10:35-10:55 3B06 (20-13 招待)  
ドームふじアイスコア中の宇宙線生成核種  (1 弘前大学・
2 東京大学・3 筑波大学・4 国立極地研究所) ○堀内一穂 1・
松崎浩之 2・笹公和 3・本山秀明 4 

 
10:55-11:10 3B07 (20-14)  
大気中 7Be, 10Be濃度を用いた成層圏-対流圏交換速度の
評価 (1 日本大学大学院・2 福岡県保健環境研究所・3 日本
大学・4 東京大学大学院) ○山形武靖 1・楢崎幸範 2・池田
祐一郎 3・永井尚生 3・松崎浩之 4 

 
11:10-11:25 3B08 (20-15)  

129I の AMS 分析とその地球化学的試料への応用：ヨウ素
に富んだ地下流体の起源に関する研究 (1 学習院大・2 東
工大・3 産総研・4 東京大学) ○村松康行 1・柏木佑 1・大場
武 2・風早康平 3・松崎浩之 4 

 
11:25-11:40 3B09 (20-16)  
20 世紀初頭に採取された海藻試料を用いた初期 129I/127I
比の検討 (1 東京大学・2 日本大学) ○宮入陽介 1・松崎浩
之 1・近藤玲介 2 

 
11:40-11:55 3B10 (20-17)  

129I-AMS による天然のヨウ素同位体システムの研究 (1 東
京大学・2 学習院大学・3 京都大学) ○松崎浩之 1・村松康
行 2・馬原保典 3・宮入陽介 1・渡辺聡 1・阿部恭子 1 

 
 
 
 
 

 



9 月 17 日（第３日） 午前 
 

C 会場 (E210) 
 
セッション 22：沈み込み帯の地球化学 
コンビーナー：石川剛志（JAMSTEC）・片山郁夫（広島大） 
 
09:00-09:15 3C01 (22-01)  
Geochemistry and tectonic setting for three magmatic arcs in 
the northwest Iran (Univ. Kurdistan) ○Hossein Azizi 
 

09:15-09:30 3C02 (22-02)  
広域変成作用に伴う岩石の元素組成の変化-三波川帯泥質
片岩を対象にして (名古屋大学大学院) ○藤原早絵子・山
本鋼志・三村耕一 

 
09:30-09:45 3C03 (22-03)  
北部伊豆弧火山岩の微量元素・同位体組成から見たスラブ
脱水・流体移動と元素分別 (JAMSTEC) ○石川剛志 

 
09:45-10:00 3C04 (22-04)  
The petrogenesis of boninite and high Mg adakite (1Tokyo Inst. 
of Technology ・ 2The Univ. of Tokyo ・ 3Tohoku Univ. ・
4JAMSTEC) ○Yibing Li1・Shiki Machida2・Akira Ishiwatari3・
Teruaki Ishii4 ・ Jun-Ichi Kimura4 ・ Mayumi Otsuki2 ・ Naoto 
Takahata2 

 
セッション 03：マントル物質の化学とダイナミクス 
コンビーナー：下田玄（産総研）・小木曽哲（京大）・鈴木勝
彦（JAMSTEC） 
 
10:00-10:20 3C05 (03-01 招待)  
プルームに関連しない太平洋上部マントル中のリサイクルさ
れたプレート物質の証拠 (1 東大・2 東北大・3 海洋研究開発機
構) ○町田嗣樹 1・平野直人 2・木村純一 3 

 
10:20-10:35 3C06 (03-02)   
スーパープリュームの同位体組成の永年変化：常磐海山列
からの制約 (1 産業技術総合研究所・2 神戸大学・3 岡山大学・ 
4 国立極地研究所) ○下田玄 1・石塚治 2・山下勝行 2,3・吉武美
和 2,4・小笠原正継 1・湯浅真人 1 

 
10:35-10:50 3C07 (03-03)  
中央インド洋,南緯 15-18ºの中央海嶺軸に産する玄武岩質急
冷ガラスの全岩化学組成の多様性 (1 東大・地震研，2 東大・
海洋研，3 新潟大・理，４東大・工）○折橋裕二 1・マルコ・マニ
アーニ 1・町田嗣樹 2・根尾夏紀 3・安田敦１・玉木賢策 4  

 
10:50-11:05 3C08 (03-04)  
マントルの地球化学独立成分と地震学的−鉱物学的構造   
(1東京大学・2リヨン高等師範・3産業技術総合研究所) ○岩森
光 1・Francis Albarède2・中村仁美 3  

 
11:05-11:25 3C09 (03-05 招待)  
オリビンとウォズリアイト多結晶体の不適合元素拡散 (1 九州
大学・2筑波大学) ○富永愛子 1・加藤工 1・久保友明 1・黒澤正
紀 2 

 
11:25-11:40 3C10 (03-06)  
中国及び南アフリカ産キンバーライトのハロゲン元素組成  
(1 学習院大・2 京都大・3WHOI・4 東京大) ○遠山知亜紀 1・村松
康行１・糀谷浩 1・山本順司 2,3・中井俊一 4・兼岡一郎 4 

 
11:40-11:55 3C11 (03-07)  
均質的な同位体比を示すマントル起源物質は何を示唆して
いるのか？ (東京大学地震研究所) ○兼岡一郎 

 
11:55-12:10 3C12 (03-08)  
モナザイトの U-Pb 年代及び Sm-Nd 同位体組成から読み取
る初期地殻—マントル進化 (オーストラリア国立大学) ○飯塚
毅・McCulloch T. Malcolm 

 
12:10-12:25 3C13 (03-09)  
レールゾライト中のガラス包有物に伴う白金族鉱物：メルトで
運ばれた白金族元素？ (1 京都大学・2 独立行政法人海洋研
究開発機構・3 高輝度光科学研究センター) ○小木曽哲 1・鈴
木勝彦 2・鈴木敏弘 2・上杉健太朗 3・小林記之 1 

 
D 会場 (E211) 

 
セッション 01：堆積物／堆積岩の地球・環境化学 
コンビーナー：山本鋼志（名大）・鈴木勝彦・黒田潤一郎
（JAMSTEC）・淺原良浩（名大） 
 
09:00-09:20 3D01 (01-01 招待)  
Re-Os 放射壊変系を利用した顕生代の海洋環境変動の
解明 (1 東京大学・2 海洋研究開発機構) ○加藤泰浩 1・藤
永公一郎 1・野崎達生 2・鈴木勝彦 2 

 
09:20-09:40 3D02 (01-02 招待) 
白亜紀中期の古環境変動研究 (1 独立行政法人海洋研
究開発機構・2 愛媛大・3 フィリピン大) ○黒田潤一郎 1・鈴
木勝彦 1・谷水雅治 1・堀利栄 2・Maria L.G. Tejada3・柏山祐
一郎 1・小川奈々子 1・大河内直彦 1 

 
09:40-09:55 3D03 (01-03)  
ペルム紀末大量絶滅時のパンサラッサ海遠洋域における
硫化物硫黄同位体比変動 (東北大学理学研究科) ○高
橋聡・海保邦夫・渡邊隆広・掛川武・大庭雅寛 

 
09:55-10:10 3D04 (01-04)  
ペルム紀／トリアス紀境界における海水 Os 同位体組成
の急激な変動 (1 東京大学・2 海洋研究開発機構・3 芦屋大
学) ○加藤泰浩 1・鈴木勝彦 2・藤永公一郎 1・西内隆純 1・
黒田潤一郎 2・桑原希世子 3 

 
10:10-10:25 3D05 (01-05)  
多摩川上流における河川水・堆積物中の元素濃度分布お
よび存在形態についての地球化学的研究と下流域との比
較 (慶應義塾大学) ○岡田佑輔・鹿園直建 

     
10:25-10:40 3D06 (01-06)  
木曽三川河口域堆積物の地球化学的特徴 (名古屋大学
環境学研究科) ○平松裕亮・杉谷健一郎・上野振一郎 

 
 
 
セッション 19：ナノジオケミストリー・地球の物質の基礎化学 
コンビーナー：鍵裕之（東大）・宇都宮聡（九大）・太田充恒
（産総研） 
 
10:45-11:00 3D07 (19-01)  
アパタイトー水溶性鉛間相互作用によるナノスケール現
象 (九州大学大学院) ○上石瑛伍・宇都宮聡 

  
11:00-11:15 3D08 (19-02)  
アスパラギン酸による炭酸カルシウムクラスターの安定化 
(1 東大・2 防衛大学校) ○吉野徹 1・神谷奈津美 2・鍵裕之 1 

 
11:15-11:30 3D09 (19-03)  
赤鉄鉱(alpha-Fe2O3)ナノ粒子のサイズ制御合成とその有
害金属取り込み機構に関する研究 (九州大学) 森亮順・
稲木圭・○宇都宮聡 

 
11:30-11:45 3D10 (19-04)  
Biomineralization of REE phosphate nano-minerals by 
Saccharomyces cerevisiae (1 Kyushu Univ.・2 JAEA ASRC) 
○Mingyu Jiang1,2 ・Toshihiko Ohnuki2 ・Naofumi Kozai2 ・
Kazuya Tanaka2・Yoshinori Suzuki2・Satoshi Utsunomiya1 

 
11:45-12:00 3D11 (19-05)  
EXAFS を用いた土壌中における 6 価クロムの還元反応機
構解明 (1 産業技術総合研究所・2 東京大学大学院理学
研究科・3 横浜国立大学・4 高エネルギー加速器研究機構) 
○太田充恒 1・鍵裕之 2・津野宏 3・野村昌治 4 

 
12:00-12:15 3D12 (19-06)  
ランタニド(III)酸化物系列のエンタルピー温度変化と Jø 
rgensen-Kawabe 式の新展開：熱膨張で増大する Racah
パラメーター (名古屋大学大学院環境学研究科) ○川邊
岩夫・平原靖大 

  



9 月 17 日（第３日） 午前 
 
 
 
 

つづき （D 会場 セッション 19） 
 
 
 
12:15-12:30 3D13 (19-07)  
含水地球深部鉱物の高圧下での水素結合対称化と同位
体効果 (1 東大・2 原研・3 物質材料研究機構) ○鍵裕之 1・
牛嶋大地 1・佐野亜沙美 2・小松一生 1・飯塚理子 1・中野智
志 3 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
E 会場 (E209) 

 
セッション 04：海洋における微量元素・同位体の分布と循
環 
コンビーナー：則末和宏（京大）・天川裕史（東大）・大久保
綾子（東大） 
 
09:00-09:15 3E01 (04-01) 
南半球亜熱帯における核実験起源炭素 14 とセシウム137
の分布 (1 海洋研究開発機構・2 気象研究所) ○熊本雄一
郎 1・青山道夫 2・村田昌彦 1・渡邉修一 1・深澤理郎 1 

 
09:15-09:30 3E02 (04-02)  
太平洋中緯度海域における bottom scavenging の影響 
(1 東京大学大学院農学生命科学研究科・2 東京大学海洋
研究所) ○大久保綾子 1・小畑元 2・蒲生俊敬 2 

 
09:30-09:45 3E03 (04-03)  
インド洋および太平洋における 10Be 濃度の鉛直分布 
(1 日本大学大学院・2 日本大学・3 東京大学大学院) ○佐
藤広美 1・市川友弘 2・山形武靖 1・田副博文 2・永井尚生 2・
松崎浩之 3 

 
09:45-10:00 3E04 (04-04)  
西部南太平洋におけるネオジム同位体比の分布 (東京
大学海洋研究所) ○天川裕史 

 
10:00-10:15 3E05 (04-05)  
南極海西経170 度測線における生物活性微量金属の断
面分布 (京都大学化学研究所) ○則末和宏・南知晴・肥
後衣里・松成恭博・宗林由樹 

  
10:15-10:30 3E06 (04-06)  
中央太平洋におけるバリウムの断面分布：古海洋プロキ
シーの開発に向けて (東海大学) ○加藤義久・中村智巳 

 
<休憩> 
  
10:40-10:55 3E07 (04-07)  
東京湾周辺域における白金と銀の挙動 (1 東京大・2 日本
大) ○小畑元 1・Antoni Ferrer I Santos 1・田副博文 1,2・堤
眞 1・蒲生俊敬 1 

 
10:55-11:10 3E08 (04-08)  
海洋における有機セレンのスペシーエーション (1 近畿大
学・2 近畿大学大学院) ○中口譲 1・竹内誠 2・冬野正史 2・
西内明 1 

 
11:10-11:25 3E09 (04-09)  
水圏のモリブデン同位体組成 (1 京都大学化学研究所・ 
2 京都大学理学研究科) ○中川裕介 1・M. Lutfi Firdaus1・
則末和宏 1・宗林由樹 1・平田岳史 2 

 
11:25-11:45 3E10 (04-10 招待) 
分子地球化学：化学種解析による微量元素の性質の精
密化がもたらす地球化学の新展開 (広島大学) ○高橋嘉
夫  

 
11:45-12:00 3E11 (04-11)  
海洋沈降粒子中の有機炭素安定同位体比の季節変動要
因解析 (1北海道大学大学院地球環境科学研究院・2環境
総合テクノス) ○重光雅仁 1・山中康裕 1・渡辺豊 1・岡田直
資 1・前田亘宏 2・乗木新一郎 1 

  
12:00-12:15 3E12 (04-12)  
日本海における Ba 粒子束～Baxs の水平輸送について～ 
(1北海道大学・2独立行政法人日本原子力研究開発機構・
3 独立行政法人水産総合研究所センター中央水産研究
所・4 東海大学) ○奥俊輔 1・乙坂重嘉 2・皆川昌幸 3・南秀
樹 4・乗木新一郎 1 

 
12:15-12:30 3E13 (04-13)  
東シナ海の堆積物における希土類と栄養塩の分布の解
明 (富山大学) ○柏麗麗・張勁 



9 月 17 日（第３日） 午後 
 

A 会場 (E002) 
 
セッション 102：固体地球化学（全般） 
コンビーナー：日高洋 (広島大) 
 
13:30-13:45 3A14 (102-01) 
木曾御嶽山周囲のヘリウム同位体比の変動 (1 東京大学
海洋研究所・2 海洋研究開発機構) ○佐野有司 1・高畑直
人 1・西尾嘉朗 2 

 
13:45-14:00 3A15 (102-02) 
ジルコン中の放射壊変系列核種の分析(1 京都大学大学
院・2 東京大学・3 東京工業大学大学院) ○平田岳史 1・折
橋裕二 2・岡林識起 3・横山隆臣 1・横山哲也 3 

 
14:00-14:15 3A16 (102-03)  
NanoSIMS を用いた微小領域分析によるジルコン/メルト
間での希土類元素の分配係数の決定 (東京大学) ○北
島宏輝・高畑直人・佐野有司 

 
14:15-14:30 3A17 (102-04)  
La-Ce and Sm-Nd isotopic systematics of Early 
Proterozoic leucogranite with tetrad effect  (1Korea 
Institute of Geoscience and Mineral Resources・2Nagoya 
University・3Pukyong National University・4University of 
Tokyo) ○Seung-Gu Lee1・Yoshihiro Asahara2・Nam Hoon 
Kim3・Kun Han Kim1・Tsuyoshi Tanaka2・Akimasa Masuda4・
Yong Sun Song3 

 
14:30-14:45 3A18 (102-05)  
海底衝突指標物質：衝突ガラス LDSG、秋吉と高松 (1 山
口大学理工学院・2A.I.Cuzu Univ) ○三浦保範 1・Gabriel 
Iancu2 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
B 会場 (E104) 

 
セッション 13：宇宙地球有機物とアストロバイオロジー 
コンビーナー：小林憲正（横国大）・三田肇（福岡工大） 
 
13:30-13:45 3B12 (13-01)  
分子雲中での高分子態アミノ酸前駆体の生成とその地球
への供給 (1横浜国立大・2放射線医学総合研究所・3大阪
大・4Lawrence Berkeley Nat. Lab.・5海洋研究開発機構・  
6日本電信電話株式会社・7福岡工業大・8宇宙航空研究開
発機構・9東京薬科大) ○小林憲正1・伏見英彦1・元山拓
也1・谷内俊範1・金子竹男1・吉田聡2・藪田ひかる3・長谷川
紀昭3・A. L. D. Kilcoyne 4・高野淑識5・高橋淳一6・三田肇7・
橋本博文8・横堀伸一9・山岸明彦9 

 
13:45-14:00 3B13 (13-02)  
マーチソン隕石から得られた不溶性有機物の化学構造  
(1 名古屋大学・2 石油資源開発株式会社) ○三村耕一 1・
奥村文章 2 

 
14:00-14:15 3B14 (13-03)  
走査型透過 X 線顕微鏡 - X 線吸収端近傍構造分光法に
よる炭素質コンドライト有機物の直接分析 (1 大阪大・2 福
岡工業大・3 横浜国立大・4Lawrence Berkeley Nat. Lab.) 
○薮田ひかる 1・三田肇 2・小林憲正 3・長谷川紀昭 1・A. L. 
D. Kilcoyne 4 

 
14:15-14:30 3B15 (13-04)  
アラニン固相薄膜への円偏光照射による光学異方性発
現 (1ＮＴＴ・2 横浜国立大・3 福岡工業大・4 分子科学研究
所・5 名古屋大) ○高橋淳一 1・篠島弘幸 1・島壮一郎 2・鈴
木孝嗣 2・金子竹男 2・小林憲正 2・三田肇 3・阿達正浩 4・保
坂将人 5・加藤政博 4 

 
14:30-14:45 3B16 (13-05)  
地球周回軌道で捕集したダスト中のアミノ酸分析法の検
討 (1 横浜国立大・2 千葉大・3 産業技術総合研究所・4 東京
薬科大・5 福岡工業大・6 東京工業大・7 宇宙航空研究開発
機構) ○伏見英彦 1・金子竹男 1・河合秀幸 2・丸茂克美 3・
横堀伸一 4・三田肇 5・林宣宏 6・田端誠 7・矢野創 7・小林憲
正 1・山岸明彦 4・たんぽぽ WG7 

 
14:45-15:00 3B17 (13-06)  
冥王代後期の大気海洋組成への後期重爆撃の影響    
(1 東北大学・2 物質材料研究機構) ○古川善博 1・関根利
守 2・大庭雅寛 1・掛川武 1・中沢弘基 2 

 
15:00-15:15 3B18 (13-07)  
The effect of pressure on aqueous amino acid solutions 
under hydrothermal conditions (カーネギー研究所) ○大
原祥平・George D. Cody 

 
15:15-15:30 3B19 (13-08)  
海底熱水環境における前生物的化学進化 (長岡技術科
学大学) ○今井栄一・竹花英朗・本多元 

 
15:30-15:45 3B20 (13-09)  
加熱重縮合により生成するタンパク質様物質の質量分析 
(福岡工業大学) ○桑原裕典・三田肇  

 
15:45-16:00 3B21 (13-10)  
原始地球環境におけるオリゴペプチド生成反応に対する
縮合剤および鉱物の影響 (大阪府立大学) ○川村邦男・
竹家均・櫛部崇夫 

 
16:00-16:15 3B22 (13-11)  
有機物分析による南極の生態系解析    (1 福岡工業
大・2 横浜国立大・3 玉川大・4 大阪大・5 安田女子大) ○三
田肇 1・赤瀬詩 1・佐藤明日佳 1・小林憲正 2・佐藤修司 2・永
縄一樹 2・吉村義隆 3・薮田ひかる 4・小川麻里 5 

 
 



 
9 月 17 日（第３日） 午後 

 
 
 
 

つづき （B 会場 セッション 13） 
 
 
 
16:15-16:35 3B23 (13-12 招待)  
蛍光顕微鏡法による地球圏外生命探査法 (1 玉川大学・
2IAS 総合科学研究所・3 北里大学) ○吉村義隆 1・河崎行
繁 2・辻堯 3 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

C 会場 (E210) 
 

セッション 21：東アジアのテクトニクスと地球化学 
コンビーナー：早坂康隆（広島大）・Moonsup Cho（ソウル
大）・宮本隆実（広島大）・永広昌之（東北大）・坂井卓（九
大） 
 
13:30-13:45 3C14 (21-01)  
古生物地理から見た東アジアの古生代テクトニクス−南部
北上古陸，ハンカ地塊，ラサ地塊の古地理− (東北大学) 
○永広昌之  

 
13:45-14:00 3C15 (21-02)  
飛騨帯東部宇奈月地域における変成作用の年代学的考
察 (1 国立極地研究所・2 国立科学博物館・3 ソウル国立大
学・4 広島大学・5 産業技術総合研究所) ○堀江憲路 1・堤
之恭 2・Moonsup Cho 3・日高洋 4・森下祐一 5 

 
14:00-14:15 3C16 (21-03)  
SHRIMP U-Pb geochronology of detrital zircons in the 
Upper Paleozoic Taean Formation, Korea: Implications for 
tectonic correlation in East Asia (Seoul National 
University) ○Moonsup Cho 

 
14:15-14:30 3C17 (21-04)  
砕屑性年代学を用いた関門層群と韓国慶尚超層群の対
比 (広島大学大学院) ○勝部亜矢 

 
14:30-14:45 3C18 (21-05)  
白亜紀前期の東アジアの堆積盆テクトニクス (1 九州大学
大学院•2 早稲田大学教育) ○坂井卓 1•平野弘道 2 

 
14:45-15:00 3C19 (21-06)  
砕屑性ザクロ石の化学組成および砕屑性ジルコンの年代
分布からみた西南日本のペルム紀〜ジュラ紀後背地の
変遷とテクトニクス (広島大学大学院理学研究科) ○宮
本隆実・早坂康隆 

 
15:00-15:15 3C20 (21-07)  
西南日本のジュラ系の砕屑性ジルコンの年代分布に見ら
れる広域変化 (広島大学大学院理学研究科) ○早坂康
隆・宮本隆実・上東央 

 
15:15-15:30 3C21 (21-08)  
山口県上関町祝島に分布する領家変成岩の原岩の帰属
についての研究 (広島大学) ○上東央  

 
15:30-15:45 3C22 (21-09)  
舞鶴帯南帯夜久野岩類の地球化学的・年代学的特徴に
みる夜久野オフィオライトのテクトニックモデル (大阪市立
大学) ○隅田祥光  

 
15:45-16:00 3C23 (21-10)  
西南日本内帯の古生代緑色岩類の岩石学と SHRIMP を
用いたジルコン年代学へ向けた予備的研究 (1 広島大学・
2 大阪市立大学) ○木村光佑 1・隅田祥光 2 

 
 
 
 
 
 
 
 



9 月 17 日（第３日） 午後 
 

D 会場 (E211) 
 
セッション 18：大気圏・水圏とそれらの相互作用、気候変化 
コンビーナー：吉田尚弘（東工大）・植松光夫（東大）・野尻
幸宏（環境研） 
 
13:30-13:50 3D14 (18-01 招待) 
過去の気候変化と大気中二酸化炭素の自然変化に関す
るモデリング (1 東京大学・2 海洋研究開発機構) ○阿部
彩子 1,2・大石龍太 1・近本めぐみ 2・岡顕 1 

 
13:50-14:10 3D15 (18-02 招待) 
IODP タヒチのサンゴを用いたターミネーション II の決定に
よ る 地 球 表 層 環 境 シ ス テ ム の 理 解  (1 東 京 大 学 ・
2JAMSTEC) ○横山祐典 

 
14:10-14:25 3D16 (18-03)  
春季三陸沖における海洋大気中の窒素とリン化合物 (東
京大学) ○鄭進永・古谷浩志・植松光夫 

 
14:25-14:40 3D17 (18-04)  
単一エアロゾル質量分析法による夏季北太平洋における
大気エアロゾルの物理化学的特性と緯度分布 (1 東京大
学・2 東京理科大学) ○古谷浩志 1・鄭進永 1・三浦和彦 2・
植松光夫 1 

 
14:40-14:55 3D18 (18-05)  
春季黄砂時における西部北太平洋への鉱物粒子沈着フ
ラックス (1名古屋大学・2東海大学・3東京理科大学・4東京
大学・5 九州大学) ○岩本洋子 1・虎谷充浩 2・三浦和彦 3・
津田敦 4・鵜野伊津志 5・植松光夫 4 

 
<休憩> 
 
15:00-15:15 3D19 (18-06)  
太平洋 WOCE-P01・P03・P21 における溶存メタンの動態 
(1 酪農学園大学・2 太平洋セメント株式会社・3 東京工業大
学・4JAMSTEC)  ○吉田磨 1・今井翔 1・河野恒平 2・豊田
栄 3・窪田千穂 1・藤井彩子 3・山田桂大 3・渡邉修一 4・吉田
尚弘 3 

 
15:15-15:30 3D20 (18-07)  
氷期の気候場に対する海洋炭素循環の応答 (1 海洋研究
開発機構・2 東京大) ○近本めぐみ 1・阿部彩子 2・岡顕 2・
大垣内るみ 1 

 
15:30-15:45 3D21 (18-08)  
Doubly substituted isotopomer analysis for carbonate 
paleo-temperature and latitudinal reconstruction of Indian 
plate during Phanerozoic period. (1Tokyo Institute of 
Technology ・ 2Indian Institute of Sciences) ○ Vasiliev 
Mikhail1・Prosenjit Ghosh 2・Sarkar Soumen2・Parthasarathi 
Ghosh2・Keita Yamada1・Naohiro Yoshida1 

 
15:45-16:00 3D22 (18-09)  
二酸化炭素の海域地中貯留における環境影響評価 (財
団法人電力中央研究所) ○大隅多加志 

 
16:00-16:15 3D23 (18-10)  
黒潮−親潮混合域における大気と海水中の臭素系ハロカ
ーボンの測定 (国立環境研究所) ○大木淳之・横内陽子 

  
16:15-16:30 3D24 (18-11)  
長距離輸送途上で起こる鉱物エアロゾル中の鉄化学種の
変化 (I) (広島大学大学院) ○東将之・高橋嘉夫・清水洋 

 

 
E 会場 (E209) 

 
セッション 104：大気水圏地球化学（全般） 
コンビーナー：佐久川弘(広島大)・竹田一彦 (広島大) 
 
13:30-13:45 3E14 (104-01)  
群馬県万座温泉の熱水系の検討 (上智大学) ○木川田
喜一・小川晃司・大井隆夫 

  
13:45-14:00 3E15 (104-02)  
湯川水系品木ダム底質中のヒ素の化学的安定性 (1 上智
大学大学院・2 上智大学) ○冨部麻利子 1・木川田喜一 2・
大井隆夫 2 

 
14:00-14:15 3E16 (104-03)  
降水中における総水銀およびメチル水銀のモニタリング
手法の検討 (国立水俣病総合研究センター) ○丸本幸
治・松山明人 

 
14:15-14:30 3E17 (104-04)  
日本海側地点における微量元素の湿性沈着フラックスと
その季節変化の要因 (1 静岡県立大学・2 電力中央研究
所) ○坂田昌弘 1・朝倉一雄 2 

 
14:30-14:45 3E18 (104-05)  
西部北太平洋沿岸海域における微量金属元素の total 
deposition flux と植物プランクトンの増殖応答 (1 東大院
農学生命科学研究科・2 東大海洋研究所) 武田重信 1・ 
○大久保綾子 1・小畑元 2 

 
14:45-15:00 3E19 (104-06)  
表面海水の酸性化に伴うサンゴ石灰化への影響 (琉球
大学) ○大出茂・田中健太郎 

  
15:00-15:15 3E20 (104-07)  
海洋表層懸濁態有機物に対する生物体アミノ酸の貢献に
ついて (名古屋大学大学院環境学研究科) ○塚崎あゆ
み・西田民人・田上英一郎 

  
15:15-15:30 3E21 (104-08)  
海水中の脂質の化学特性 II 〜低分子量溶存態有機物中
の脂質分子の化学特性〜 (名古屋大学) ○西田民人・塚
崎あゆみ・鈴木麻彩実・加古正代・田上英一郎 

  
15:30-15:45 3E22 (104-09)  
ジュンガル盆地南端の泥火山に関する地球化学的研究 
(1 広島大学・2 北海道大学・3 中国科学院) ○中田亮一 1・
高橋嘉夫 1・角皆潤 2・鄭国東 3・清水洋 1 
 
 




